
ま

え

が

き

科
、
四
十
一
年
九
月
文
學
科
が
、
逐
次
開
講
せ
ら
れ
た
。

開
係
し
て
い
る
。

本
年
は
、
朗
治
三
十
九
年
に
京
都
帝
図
大
學
に
文
科
大
學
が
開
設
せ
ら
れ
て
か
ら
満
五
十
年
に
営
る
。
京
都
の
地
に
、
東
京
大
學
に

相
到
し
て
學
術
文
教
の
一
淵
藪
と
な
る
べ
き
大
學
の
設
立
が
企
圏
せ
ら
れ
，
文
科
大
學
も
そ
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
明
治
二
十
八
年
西
図
寺
公
望
文
相
に
劉
す
る
京
都
帝
園
大
學
創
設
委
員
の
答
申
に
基
き
、
文
部
省
談
で
決
定
し
た
計
胴
案
に
、

法
、
瞥
、
文
、
理
工
の
四
分
科
と
す
る
こ
と
が
見
え
、
明
治
三
十
年
六
月
京
都
帝
園
大
學
設
置
の
旨
を
公
布
せ
ら
れ
た
勅
令
の
中
に
、

法
、
瞥
、
文
、
理
工
の
四
分
科
大
學
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
分
科
大
學
お
よ
び
分
科
大
學
中
の
各
分
科
開
設
の
期
日
は
文
部
大
臣
が

別
に
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
か
く
し
て
同
年
九
月
理
工
科
大
學
、
二
年
還
れ
て
法
科
大
學
お
よ
び
賢
科
大
學
が
開
設
さ
れ
た
。

他
方
に
お
い
て
、
三
十
一
年
よ
り
翌
年
に
か
け
て
、
の
ち
に
文
科
大
學
の
教
授
た
る
べ
く
豫
定
さ
れ
た
人
び
と
は
海
外
留
學
に
出
稜
し

た
。
し
か
も
文
科
大
學
の
開
設
が
甚
だ
遅
れ
た
の
は
、
日
露
間
の
風
雪
急
を
告
げ
て
こ
れ
を
顧
み
る
餘
裕
も
な
か
っ
た
事
情
が
大
い
に

戦
雲
牧
ま
り
、

い
よ
い
よ
明
治
三
十
九
年
九
月
文
科
大
學
の
開
設
を
見
、
は
じ
め
に
哲
學
科
、

第
ま

え

が

き 學

部

の

歴

史

京
都
大
學
文
學
部
五
十
年
史

四
十
年
九
月
史
學



學

部

の

歴

史

わ
が
文
科
大
學
は
そ
の
創
業
に
嘗
つ
て
、
清
新
自
由
な
る
學
風
を
育
成
す
る
た
め
、
既
設
の
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
に
比
し
て
獨

自
の
諸
恒
制
を
つ
く
ら
ん
と
す
る
創
意
が
強
く
示
さ
れ
た
。
そ
れ
は
講
座
組
織
、
授
業
方
法
に
つ
い
て
の
エ
夫
や
、
教
官
の
選
考
方
針

文
科
大
學
の
創
設
は
京
都
帝
國
大
學
の
初
代
穂
長
法
學
博
士
木
下
廣
次
の
時
代
で
あ
っ
た
。
木
下
博
士
は
明
治
二
十
八
年
に
京
都
帝

國
大
學
の
創
設
委
員
と
な
り
、
同
三
十
年
六
月
京
都
帝
國
大
學
設
置
の
勅
令
公
布
あ
っ
て
直
ち
に
穂
長
に
就
仕
し
て
以
来
、
よ
く
大
學

創
業
の
功
を
成
し
、
文
科
大
學
の
開
設
に
よ
り
、
そ
の
常
初
に
計
蓋
し
た
綿
合
大
學
の
睦
制
を
完
成
し
、
明
治
四
十
年
七
月
疾
に
よ
っ

て
職
を
辞
し
た
。
そ
の
後
を
う
け
て
理
學
博
士
久
原
朗
弦
が
練
長
事
務
取
扱
（
明
四

O・
七
ー
四

O・

1
0
)
と
な
り
、
や
が
て
岡
田

良
平
（
明
四
O
）
．
一0
|
四
一
・
九
）
穂
長
に
就
任
し
、
そ
の
後
理
學
博
士
菊
池
大
麓
（
明
四
一
・
九
ー
四
丘
•
五
）
理
學
縛
士
久
原

射
弦
（
明
四
五
•
五
ー
大
ニ
・
五
）

八
）
理
學
博
士
山
川
健
次
郎
（
兼
任
大
三
・
八
ー
四
・
六
）
醤
學
縛
士
荒
木
寅
三
郎
（
大
四
・
六
ー
昭
四
・
1
-

）
理
學
博
士
新
城
新
蔵

（
昭
四
・
三
ー
八
•
三
）
文
學
博
士
小
西
重
直
ハ
昭
八
・
三
ー
八
•
六
）
法
學
博
士
山
本
美
越
乃
（
事
務
坂
扱
昭
八
•
六
ー
八
・
七
）

理
學
博
士
松
井
元
興
（
昭
八
・
七
I

―
ニ
・
六
）
文
學
博
士
濱
田
耕
作
（
昭
―
ニ
・
六
ー
一
三
・
七
）
が
相
つ
ぎ
、
創
業
期
を
経
て
大

正
よ
り
昭
和
前
期
に
至
る
襲
展
期
に
か
け
て
、

丙
容
の
充
賓
、
施
設
の
整
備
に
盛
痒
し
た
。
小
西
練
長
は
文
學
部
教
授
よ
り
は
じ
め
て

網
長
に
就
任
し
た
。
た
ま
た
ま
昭
和
八
年
五
月
瀧
川
教
授
事
件
が
起
り
、
綿
長
は
誠
心
こ
れ
が
虚
理
に
任
じ
た
が
、
六
月
病
氣
の
た
め

蹴
を
辞
し
た
。
ま
た
濱
田
総
長
の
就
任
時
は
時
潮
の
動
き
が
漸
く
激
し
さ
，
を
加
え
た
際
で
あ
り
、
網
紀
の
振
刷
に
努
め
た
が
不
幸
に

L

て
在
職
中
病
氣
の
た
め
逝
去
し
た
。

禎
輔
學
長
の
時
、
大
正
八
年
大
學
令
の
改
正
に
よ
り
文
科
大
學
は
文
學
部
と
な
り
、

文
科
大
學
に
あ
っ
て
は
、
狩
野
亨
吉
が
初
代
學
長
と
し
て
章
創
の
時
に
棋
り
力
を
圭
寧
し
、
明
治
四
十
一
年
十
月
職
を
醇
し
た
。
文
學

博
士
松
本
文
三
郎
教
授
が
そ
の
後
を
う
け
て
學
長
と
な
り
、
創
業
期
の
功
を
よ
く
完
成
し
學
制
の
整
備
に
意
を
用
い
た
。
つ
づ
く
藤
代

そ
の
後
、
原
勝
郎
、
坂
い
昂
、
小
西
菫
府
、
藤
井

澤
柳
政
太
郎

（
大
ニ
・
五
ー
三
•
国
）
醤
學
博
士
荒
木
寅
三
郎

な
ど
の
上
に
明
ら
か
に
具
現
さ
れ
て
い
る
。

（
事
務
坂
扱
大
―
―
-
•
四
ー
三
・



中
6

え

が

き

つ
い
で
昭
和
十
三
年
十
一
月
文
學
縛

健
治
郎
、
濱
田
耕
作
、
羽
田
亨
、
野
上
俊
夫
、
小
島
祐
馬
の
詰
教
授
相
つ
い
で
部
長
に
補
せ
ら
れ
て
、

つ
い
に
世
界
大
戦
に

み
な
學
部
の
充
賓
に
鋭
意
努
め

朋
治
年
間
に
講
座
敷
は
二
十
四
あ
り
、
大
正
年
間
に
わ
が
図
最
初
の
考
古
學
講
座
を
は
じ
め
と
し
六
講
座
を
地
し
、
昭
和
に
入
り
二

年
に
哲
學
哲
學
史
第
五
講
座
、
九
年
に
西
洋
文
學
第
四
講
座
が
新
し
く
加
わ
っ
て
、
合
計
三
十
二
講
座
と
な
っ
た
。
學
制
の
主
要
な
畏

革
に
は
、
大
正
八
年
二
月
大
學
令
の
改
正
に
よ
り
文
科
大
學
が
文
學
部
と
な
り
、
同
十
三
年
三
月
一
般
學
制
の
改
正
に
よ
り
學
年
始
が

従
来
は
九
月
一
日
で
あ
っ
た
の
を
改
め
て
四
月
．
日
と
な
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
建
物
と
し
て
は
創
設
常
時
は
佑
本
館
（
理
工
科
大

學
）
の
二
階
中
央
の
三
室
を
借
り
受
け
て
使
用
し
た
が
、
明
治
四
十
年
木
迫
建
物
一
棟
が
造
ら
れ
て
そ
の
東
半
分
を
用
に
充
て
た
。
明

治
末
年
よ
り
大
正
年
代
に
入
り
、
史
學
科
の
陳
列
館
お
よ
び
哲
學
科
文
學
科
軒
究
室
の
建
築
が
糊
績
し
て
行
わ
れ
、
昭
和
四
年
に
至
C

て
現
在
の
陳
列
館
が
完
成
し
、
さ
ら
に
昭
和
十
二
年
に
は
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
現
在
の
文
學
部
中
央
教
室
が
竣
成
し
た
。
同
十
年

よ
り
本
館
の
東
に
東
教
室
の
建
築
工
事
に
至
塑
手
し
た
が
、
そ
の
後
の
状
勢
髪
化
の
た
め
未
だ
そ
の
完
功
を
見
ず
に
い
る
。
建
物
の
敷
次

に
亙
る
建
造
蛸
築
を
以
て
し
て
も
な
お
追
随
し
得
な
い
ほ
ど
、

め
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
學
生
数
の
激
妍
が
あ
っ
た
。
學
生
の
敷
は
哲
學
科
第
一
回
入
學
者
が
學
生
十
六
名
、
選
科
生
十
七
名
、
史

學
科
第
一
回
入
學
生
が
學
生
十
一
名
、
選
科
生
二
名
、
文
學
科
第
一
回
入
學
生
が
學
生
十
一
二
名
、
選
科
生
八
名
で
あ
る
。
大
正
初
年
に

は
本
科
・
選
科
合
せ
て
平
均
六
十
名
内
外
で
あ
っ
た
。

四
校
を
敷
え
る
に
至
り
、

突
入
す
る
に
至
っ
た
。
濱
田
穂
長
の
の
ち
に
、

不
足
を
感
ぜ
し
め
た
の
は
も
と
よ
り
文
學
部
の
内
容
の
充
官
襲
展
の
た

し
か
る
に
大
正
八
年
以
来
裔
等
學
校
の
屠
設
が
行
わ
れ
、
大
正
末
年
に
は
三
十

そ
の
影
朽
は
大
學
に
及
ん
で
、
文
學
部
に
あ
っ
て
も
大
正
十
一
年
以
束
入
學
者
敷
は
と
み
に
増
加
し
、
大
正

末
年
に
は
つ
い
に
三
百
人
を
越
え
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
二
年
シ
ナ
寡
髪
が
勃
稜
し
、
戦
時
下
の
態
勢
が
進
め
ら
れ
て
、
勢
い
の
赴
く
と
こ
ろ
奔
流
の
ご
と
く
、

工
學
博
士
平
野
正
雄
が
網
長
事
務
取
扱
と
な
り
、

士
羽
田
亨
が
文
學
部
よ
り
出
て
網
長
に
就
任
し
に
。
刃
田
網
長
は
七
年
間
職
に
あ
り
、
戦
時
お
よ
び
終
戦
時
の
難
局
に
際
會
し
た
大
學

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。



學

部

の

歴

史

行
政
に
挺
身
こ
れ
常
り
、
施
設
の
整
齊
、
偉
統
の
維
持
に
努
め
て
、
終
戦
悛
の
十
一
月
職
を
辟
し
た
。
こ
の
間
文
學
部
長
に
は
西
田
直

二
郎
、
成
瀬
演
落
合
太
郎
の
諸
教
授
が
相
つ
い
で
補
せ
ら
れ
た
。
落
合
部
長
の
時
代
は
、
終
戦
前
後
の
至
難
な
時
期
に
常
り
、
部
長

は
學
部
行
政
の
謬
り
な
き
遂
行
の
た
め
精
魂
を
傾
倒
し
た
。

昭
和
十
三
年
に
日
本
精
誹
史
講
座
が
開
か
れ
、
さ
ら
に
同
十
五
年
に
、
こ
れ
ま
で
他
に
例
を
見
な
か
っ
た
イ
タ
リ
ア
語
學
イ
タ
リ
ア

文
學
購
座
が
設
け
ら
れ
た
。
學
會
、
調
査
、
報
告
等
は
活
澄
に
行
わ
れ
て
、
學
界
に
お
け
る
わ
が
學
部
の
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
は
宜
揚
さ

れ
た
が
、
昭
和
十
八
年
に
入
る
と
状
勢
の
緊
迫
ほ
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
っ
た
。
文
學
部
の
教
育
の
機
能
の
ご
と
き
も
甚
し
い
制
約
を
う

け
て
つ
い
に
ほ
停
止
同
然
の
態
に
陥
っ
た
。
昭
和
十
六
年
十
月
以
来
學
生
の
繰
上
げ
卒
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

の
修
業
年
限
短
縮
が
賓
施
さ
れ
た
。
同
十
八
年
に
は
法
文
系
學
生
の
徴
集
延
期
の
停
止
が
あ
り
、

學
部
の
學
生
は
三
分
の
一
以
下
に
減
少
し
た
。
し
か
も
學
生
の
勤
笏
動
具
か
行
わ
れ
、
そ
の
餘
暇
を
利
し
て
多
少
な
り
と
も
授
業
を
質

施
せ
ん
と
し
た
學
部
の
苦
心
も
、
賓
奴
を
罪
ぐ
る
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た

3

羽
田
網
長
の
後
に
エ
學
博
士
烏
養
利
三
郎
が
認
長
に
就
任
し
た
。
や
が
て
學
校
教
育
令
の
公
布
に
よ
り
細
長
を
學
長
と
改
稲
し
た

が
、
つ
い
で
醤
學
博
士
服
部
峻
治
郎
學
長
（
昭
二
六
・
―
一
ー
ニ
八
・
ニ
―
)
を
経
て
、
現
結
長
法
學
博
士
瀧
川
幸
辰
の
就
任
を
見

た
。
な
お
學
長
の
稲
は
昭
和
二
十
九
年
七
月
再
び
網
長
と
改
め
て
い
る
。
こ
の
間
文
學
部
長
に
は
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
に
本
田
義
英

教
授
こ
れ
に
補
せ
ら
れ
、
そ
の
後
、
原
随
園
、
宮
綺
市
定
、
臼
井
二
尚
、
原
随
園
、
高
田
三
郎
の
諮
教
授
相
つ
ぎ
、
占
領
下
の
困
難
な

學
部
行
政
に
常
り
、

ま
た
教
育
制
度
の
愛
革
期
に
臨
ん
で
學
部
の
整
備
充
質
に
み
な
鋭
謡
努
め
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

本
年
八
月
現
部
長
吉
川
幸
次
郎
が
部
長
に
補
せ
ら
れ
、
創
設
以
来
二
十
二
代
に
し
て
満
五
十
年
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
し
て

昭
和
二
十
一
年
教
職
員
不
適
格
者
追
放
の
問
題
起
つ
て
、
文
學
部
よ
り
も
少
な
か
ら
ぬ
教
官
の
退
官
を
見
た
。
そ
の
上
に
終
戦
後
の

敷
年
間
に
は
停
年
そ
の
他
に
よ
る
教
官
の
退
官
は
甚
だ
多
か
っ
た
。
昭
和
の
初
年
が
文
學
部
教
授
の
交
替
の
第
一
期
と
す
る
な
ら
ば
、

昭
和
二
十
年
以
後
の
敷
年
は
そ
の
第
二
期
に
該
歯
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
昭
和
二
十
四
年
五
月
に
図
立
學
控
設
置
法
が
公
布
さ
れ
、
新

つ
い
で
學
徒
動
員
が
施
行
さ
れ
て
女

四

や
が
て
二
年
半



明

治

期

明

治

期 い
よ
い
よ
輝
か
し
い
稜
展
を
な
す
べ
含
も
の
を
蔵
し
て
い
る
。

制
大
學
が
開
か
れ
、
同
二
十
八
年
五
月
に
は
新
制
大
學
院
が
疲
足
し
た
。
一
方
に
佑
制
大
學
は
昭
和
二
十
九
年
春
の
卒
業
生
を
も
つ
て

消
減
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
昭
和
二
十
叫
年
六
月
に
は
文
學
部
規
程
が
制
定
せ
ら
れ
て
、
明
治
三
十
九
年
制
定
以
来
四
十
三
午

餘
に
亙
り
存
置
し
た
規
程
が
陵
止
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
も
つ
づ
い
て
＊
小
の
規
程
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
精
神
史
講
座
は

終
戦
後
疲
止
せ
ら
れ
、
ま
た
、
教
育
學
教
授
法
講
座
は
教
育
學
部
開
設
に
よ
り
移
管
し
た
が
、
昭
和
二
十
二
年
に
哲
學
哲
學
史
第
六
講

座
、
同
二
十
八
年
に
西
洋
古
典
語
學
西
洋
古
典
文
學
講
座
、
さ
ら
に
本
年
に
入
っ
て
美
學
芙
衛
史
第
二
講
座
が
設
置
せ
ら
れ
た
。
か
く

て
現
在
の
講
座
敷
は
三
十
五
と
な
っ
て
い
る
。
教
官
も
次
第
に
充
員
せ
ら
れ
て
ぎ
て
、
現
在
教
授
三
十
一
名
、
助
教
授
十
一
名
、
専
任

講
師
六
名
で
あ
る
。
ま
た
現
在
の
學
生
敷
は
、
學
部
が
六
百
六
十
三
名
、
う
ち
専
門
課
程
四
百
二
十
一
名
で
あ
り
、
新
制
大
學
院
文
學

研
究
科
は
修
士
課
程
百
九
十
名
、
博
士
課
程
七
十
二
名
で
あ
っ
て
、
別
忙
奮
制
大
學
院
三
百
四
十
一
名
で
あ
る
。
卒
業
生
は
新
芭
制
を

合
せ
て
五
千
．
―
-
百
十
六
名
、
別
に
酋
制
の
選
科
修
了
生
三
百
二
十
三
名
が
あ
る
。

明
治
三
十
九
年
創
設
以
来
、
わ
が
文
學
部
は
勝
れ
た
學
問
的
業
績
を
杢
み
来
り
、

け
る
地
位
は
内
外
に
重
き
を
成
し
て
い
る
。

到
来
に
際
會
し
新
生
命
を
興
え
ら
れ
つ
つ
、

五

ま
た
幾
多
の
俊
秀
英
オ
を
育
成
し
て
、
學
界
に
お

し
か
も
終
戦
後
、
學
制
に
も
全
面
的
な
髪
革
が
行
わ
れ
、
十
年
を
紐
過
す
る
も
な
お
建
設

整
備
の
過
程
に
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
創
立
以
来
の
消
新
、
自
由
な
る
學
風
は
、
絶
ゆ
る
こ
と
な
く
う
け
つ
が
れ
て
、
新
時
代
の

文
科
大
學
の
創
設
は
明
治
三
十
九
年
九
月
で
あ
り
嘗
時
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
た
法
、
瞥
、
理
工
の
各
科
大
學
と
並
ん
で
京
都
帝
國

大
學
の
一
部
を
形
成
し
た
。
も
っ
と
も
文
科
大
學
の
創
立
は
こ
の
時
期
に
な
っ
て
は
じ
め
て
突
然
決
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
明
治



た
。
氏
は
後
に
文
科
大
學
助
教
授
と
な
っ
た
人
で
あ
る
が
、

の
準
備
は
済
着
進
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
文
科
大
學
の
創
設
は
必
ず
し
も
闘
滑
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
常
時
東
京
帝
國
大
學
に
お
い
て
さ
え
文
科
大
學
の
學
生
は
定
員

に
満
た
な
い
有
様
で
あ
り
、

そ
の
上
京
都
に
文
科
大
學
を
建
て
る
の
は
不
急
の
業
で
あ
る
と
の
議
論
も
あ
り
、

明
治
三
十
二
年
十
二
月
に
は
、

本
學
に
附
脳
訊
粛
館
が
開
設
さ
れ
た
が
、

學

部

の

歴

史

一
方
日
本
は
ロ
シ
ア
と

館
長
に
は
法
科
大
學
の
島
交
治
郎
助
教
授
が
補
せ
ら
れ

二
十
九
年
、
時
の
文
部
大
臣
西
園
寺
公
望
侯
爵
は
、
京
都
に
新
た
に
大
學
を
建
て
る
こ
と
を
慎
重
に
考
慮
し
、
京
都
帝
図
大
學
設
置
に

開
す
る
法
律
案
お
よ
び
豫
算
案
を
第
九
回
帝
闊
議
會
に
上
程
し
、
そ
の
承
認
を
得
て
翌
三
十
年
六
月
十
八
日
に
勅
令
第
二

0
九
琥
を
以

て
本
學
は
設
置
せ
ら
れ
た
。
こ
の
勅
令
の
中
で
は
京
都
帝
國
大
學
は
法
、
證
、
理
工
、
文
の
各
分
科
大
學
を
布
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お

り
、
各
分
科
大
學
の
設
置
の
期
日
に
つ
い
て
は
文
部
大
臣
が
別
に
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
文
科
大
學
の
設
骰
は

京
都
帝
国
大
學
の
創
立
霜
初
に
豫
定
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
そ
の
準
備
は
早
く
か
ら
す
で
に
用
意
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
嘗
時

の
穂
長
は
創
立
以
来
の
木
下
廣
次
博
士
で
あ
り
、
外
に
あ
っ
て
は
東
京
帝
図
大
學
文
科
大
學
長
の
外
山
正
一
博
士
が
こ
の
計
霊
に
霊
力

し
た
。
三
十
一
年
か
ら
翌
三
十
二
年
に
か
け
て
ほ
、
創
立
に
参
霰
し
後
に
教
授
と
な
る
べ
く
豫
定
せ
ら
れ
た
人
び
と
が
選
ば
れ
て
悔
外

皆
學
に
祇
遣
せ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
早
栢
田
専
門
學
校
教
授
大
西
祝
は
哲
學
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
ヘ
、
第
一
高
等
學
校
教
授
松
本
文
三

郎
は
イ
ン
ド
哲
學
祈
究
の
た
め
ド
イ
ッ
ヘ
、
東
京
高
等
師
範
學
校
教
授
谷
本
富
は
教
育
學
研
究
の
た
め
英
佛
獨
三
國
へ
、
狩
野
直
喜
は

漢
學
研
究
の
た
め
猜
國
へ
向
っ
た
。
特
に
大
西
、
谷
本
雨
氏
に
は
三
十
二
年
六
月
に
京
都
帝
麿
大
學
よ
り
、
ド
イ
ツ
帝
図
お
よ
び
そ
の

他
の
醐
國
の
文
科
大
學
の
制
度
・
組
織
を
調
査
す
べ
き
こ
と
が
依
頼
さ
れ
た
。
大
西
氏
は
文
科
大
學
創
立
の
後
は
學
長
に
な
る
べ
く
豫

定
さ
れ
て
い
た
人
で
、
不
幸
到
學
中
疾
に
冒
さ
れ
、
中
途
に
て
欝
朝
、
京
都
に
在
住
し
間
も
な
く
逝
去
し
た
。
し
か
し
氏
は
釈
學
中
に

諸
大
學
の
制
度
を
よ
く
調
査
し
、
鰐
朝
し
て
か
ら
木
下
穂
長
と
種
種
討
議
し
、
残
さ
れ
た
記
録
に
よ
れ
ば
、
文
科
大
學
の
制
度
の
あ
る

も
の
は
す
で
に
こ
の
計
甕
の
中
に
明
ら
か
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
す
で
に
文
科
閥
係
の
罰
需
は
噸
次
蒐
集
せ
ら
れ
、
創
設
へ

六



明

の
で
あ
る
。

治

期

び
副
科
目
の
種
類
、
聴
講
の
制
度
、
試
問
の
方
法
な
ど
教
育
に
賜
す
る
事
項
が
規
定
さ
れ
、
九
月
十
一
日
に
豫
定
の
よ
う
に
京
都
帝
図

大
學
文
科
大
學
が
開
設
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
と
き
哲
學
、
史
學
、
文
學
の
一
二
學
科
が
全
部
一
度
に
開
設
さ
れ
た
の
で
は
な

い
。
ま
ず
哲
學
科
が
開
講
さ
れ
、
翌
四
十

年
九
月
に
史
學
科
が
、
さ
ら
に
翌
四
十
一
年
に
文
學
科
の
講
義
が
開
か
れ
て
、

狩野學長

の
間
に
風
雲
急
な
る
も
の
が
あ
っ
て
開
設
は
漸
次
遷
延
し
た
。
し
か
し
教
授
に
豫
定
せ
ら
れ
て
海
外
に
留
學
し
た
人
び
と
も
つ
ぎ
つ
ぎ

と
蹄
朝
し
、
戦
争
は
日
本
の
大
勝
に
終
り
、
文
迎
興
隆
の
時
と
な
っ
た
の
で
、
大
學
と
し
て
は
し
ば
し
ば
文
部
営
局
に
迫
つ
て
遂
に
一
―
―

十
八
年
創
立
豫
算
を
計
上
さ
せ
、
法
案
の
議
會
通
過
を
待
っ
て
三
十
九
年
か
ら
設
置
す
る

こ
と
が
決
定
し
た
。

開
設
の
準
備
を
促
進
す
る
開
設
委
員
は
第
一
高
等
學
校
校
長
狩
野
亨
吉
、
さ
き
に
留
學
よ
り
鯖
朝
し
て
京
都
帝
國
大
學
理
工
科
大
學

講
師
と
な
っ
て

い
た
文
學
博
士
谷
本
富
、
同
じ
く
蹄
朝
後
京
都
帝
國
大
學
内
の
豪
瀾
哲
恨
胴
査
會
に
あ

っ
た
狩
野
直
喜
、
東
京
帝
國
大

學
文
科
大
學
講
師
文
學
博
士
松
本
文
三
郎
、
第
一
高
等
學
校
教
授
文
學
囲
士
桑
木
巌
衷
の
五
名
で
、
三
十
九
年
四
月
に
開
設
委
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
人
に
縣
託
吐
ら
れ
た
。

七

こ
う
し
て
明
治
三
十
九
年
六
月
に
、
勅
令
第
二
二
五
琥
に

よ
っ

て
文
科
大
學
に
設

置
せ
ら
れ
る
諧
座
の
稲
類
お
よ
び
そ
の
敷
が
定
め
ら
れ
、
文
部
省
令
第
一
〇
琥
に
よ

つ
て
九
月
十

一
日
か
ら
文
科
大
學
を
開
設
す
る
こ
と
が
布
告
さ
れ
た
。
七
月
に
狩
野

亨
吉
、
谷
本
富
、
狩
野
直
喜
の
三
名
は
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
や
が
て
松
本
文
三
郎
、

桑
太
厳
翼
松
本
亦
太
郎
の
三
教
授
も
束
任
し
、
狩
野
亨
吉
教
授
は
初
代
學
長
と
な

り
、
し
ば
し
ば
教
授
會
を
開
い
て
教
官
の
人
選
、
規
則
の
制
定
を
行
な
っ
た
。

八
月

に
は
文
科
大
學
規
程
が
作
成
さ
れ
、
哲
、
史
、

文
の
三
學
科
に
屈
す
る
正
科
目
お
よ

は
じ
め
て
こ
こ
に
三
學
科
並
存
の
髄
制
が
整
備
さ
れ
た



言

語

學

國

語

學

国

文

學

四

洋

文

學

胆
、上

ホ

會 教

學 學

束

洋

史

學

史

學

地

理

學

國 文
那
語
學
支
那
文
學學

史

學

教

育

學

教

授

法

倫

理

心ヽ

理

學

哲

學

哲

學

史

四

講

座

名

講
座
数

學

部

の

歴

史

第 第 第
四
（
西
洋
哲
學
史
）

第

す
で
に
東
京
帝
國
大
學
に
文
科
大
學
が
あ
り
、
京
都
帝
閥
大
學
の
そ
れ
は
こ
れ
と
並
立
す
る
立
場
に
あ
る
か
ら
、
前
者
の
批
判
の
上

に
、
あ
る
い
は
前
者
に
な
い
特
色
を
出
す
こ
と
に
創
立
者
た
ち
の
舌
心
は
彿
わ
れ
た
。
三
十
九
年
六
月
か
ら
四
十
一
年
五
月

vr
か
け
て

大
部
分
の
講
座
は
開
設
せ
ら
れ
、
四
十
五
年
五
月
ま
で
の
間
に
若
干
増
趾
せ
ら
れ
て
、
ほ
ぼ
文
科
大
學
の
軒
究
橙
制
は
整
え
ら
れ
た
が

い
ま
そ
れ
ら
を
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

（
哲
學
・
酒
洋
哲
學
史
）
、

（
西
洋
史
）
、

（
獨
逸
文
學
）
、

第
二
（
印
度
哲
學
史
）
、

第
二
（
地
理
學
）
、

第
二
（
英
文
學
）

講

座

の

内

繹

第
三
（
西
洋
史
）

第
三
（
支
那
哲
學
史
）
、

I¥ 



明

治

期

九

こ
れ
ら
の
講
座
の
設
懺
は
裳
時
の
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

即
ち
（
一
）
東
大
に
お
い
て
は
心
理
學
が
論
理
學
、
倫
理
學
と
合
併
し
て
置
か
れ
た
の
に
酎
し
、
本
學
で
は
獨
立
の
講
座
と
し
て
存
在

す
る
＾
ー
（
二
）
支
那
哲
學
、
東
洋
史
、
支
那
文
學
は
東
大
と
異
な
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
別
の
講
座
と
し
て
存
在
し
、
し
か
も
東
洋
史
學
は
三

講
座
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
は
木
學
創
立
の
際
に
東
洋
學
の
登
展
に
璽
き
を
お
く
と
の
意
見
を
具
罷
的
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
-
1
-

）
地
理
學
は
東
大
で
は
講
義
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
本
學
で
は
最
初
か
ら
濶
立
し
た
講
座
と
し
て
置
か
れ
た
。
地
理
學
を
蜀
立
講
座

と
し
て
史
學
科
に
置
い
た
の
は
創
設
期
の
史
學
科
に
多
大
の
功
績
を
残
し
た
内
田
銀
蔵
教
授
の
意
見
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
史

學
の
研
究
に
地
理
學
が
必
要
と
せ
ら
れ
、
地
理
學
軒
究
に
も
歴
史
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
の
見
地
か
ら
賓
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
右
の
よ
う
な
特
色
を
持
た
せ
て
講
座
は
設
定
せ
ら
れ
て
も
、
學
問
の
進
歩
は
洪
し
て
そ
の
専
門
の
み
で
登
逹
す
る
も
の
で

な
く
、
相
互
の
連
刺
と
刺
激
に
よ
る
こ
と
は
常
然
で
あ
る
か
ら
、
一
部
の
講
座
の
偏
重
で
事
は
足
り
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
の

後
の
哀
展
に
は
東
洋
に
開
す
る
も
の
も
西
洋
に
開
す
る
も
の
も
同
様
に
増
置
せ
ら
れ
、
そ
の
把
嘗
教
官
に
つ
い
て
も
講
座
の
種
類
の
如

教
官
の
選
定
に
つ
い
て
も
や
は
り
次
の
よ
う
な
特
色
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
東
京
帝
國
大
學
に
お
い
て
は
教
授
の
任
に
営
る
も

の
は
必
ず
帝
國
大
學
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
條
件
と
し
、
か
つ
載
歴
を
霊
要
視
し
て
い
た
が
、
わ
が
文
科
大
學
に
お
い
て
は
あ
ま
り

こ
れ
ら
の
條
件
に
拘
泥
し
な
か
っ
た
。
東
洋
史
の
内
藤
虎
次
郎
（
湖
南
）
が
新
聞
界
か
ら
迎
え
ら
れ
、
國
文
學
の
幸
田
成
行
（
露
伴
）

は
文
學
界
か
ら
聘
せ
ら
れ
て
、

い
わ
ゆ
る
「
野
に
逍
賢
を
求
む
る
」
こ
と
が
種
種
の
困
難
を
排
し
て
賓
行
さ
れ
た
。
評
論
界
の
雄
高
山

林
次
郎
（
樗
牛
）
は
美
學
の
教
授
に
内
定
さ
れ
て
い
た
が
、
留
學
直
前
病
に
罹
つ
て
遂
に
起
つ
こ
と
は
で
ぎ
な
か
っ
た
し
、
夏
目
金
之

助
（
漱
石
）
は
英
文
學
に
迎
え
る
こ
と
が
一
旦
決
定
し
て
か
ら
同
氏
の
郁
合
で
取
止
め
と
な
っ
た
。
東
京
の
文
科
大
學
か
ら
姉
崎
正
治

何
を
問
わ
ず
人
選
は
恨
重
に
行
わ
れ
た
。

美 梵

語

學

梵

文

學

學

美

術

史



學

部

の

歴

史

教
授
が
韓
任
す
る
こ
と
も
交
渉
さ
れ
、
氏
も
そ
れ
を
熱
心
に
希
墓
し
た
が
賓
現
は
せ
ず
に
絡
っ
た
。
同
じ
く
藤
岡
作
太
郎
助
教
授
が
来

任
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
差
支
え
あ
っ
て
不
成
立
に
終
つ
て
い
る
。

西
洋
文
學
の
教
授
に
外
人
を
招
か
な
か
っ
た
こ
と
も
―
つ
の
特
色
で
あ
ろ
う
。
木
下
穂
長
は
外
人
教
師
に
適
菌
な
人
が
な
い
た
め
に

西
洋
文
學
講
座
の
設
置
に
は
躊
躇
し
た
ら
し
い
が
、
む
し
ろ
外
人
に
よ
ら
な
い
外
國
文
學
の
研
究
へ
と
方
針
を
髪
え
、
獨
逸
文
學
に
藤

ま
た
外
圏
の
高
名
な
學
者
を
迎
え
る
こ
と
も
計
董
さ
れ
、

は
じ
め
大
西
博
士
が
ド
イ
ツ
に
留
學
中
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
大
學
の
社
會
學

を
招
聘
せ
ん
と
し
、
後
に
谷
本
教
授
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
學
に
ヘ
フ
デ
ィ
ン
グ
教
授

を
訪
問
し
束
學
を
懇
請
し
た
。
い
ず
れ
も
賓
現
は
せ
ず
に
終
っ
た
が
、
木
學
と
し
て
は
そ
の
後
も
機
會
あ
る
ご
と
に

外
図
碩
學
を
聘
し
て
特
別
講
演
を
行
な
い
、
大
學
の
内
外
に
學
問
に
到
す
る
闊
心
を
高
め
る
こ
と
に
努
力
し
た
。

學
生
に
封
す
る
授
業
髄
制
に
つ
い
て
も
著
し
い
特
色
が
表
わ
文
れ
て
い
る
。
學
科
は
哲
・
史
・
文
の
三
つ
に
分
た
れ
各
科
に
は
そ
れ

に
屡
す
る
正
科
目
と
副
科
目
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳
細
は
別
項
の
規
程
に
述
べ
る
と
お
り
で
あ
る
。
各
學
科
の
所
厨
學
生
は

ま
ず
所
定
の
正
科
目
全
部
に
わ
た
っ
て
普
通
講
義
を
必
修
し
、

芦
ら
に
そ
の
う
ち
か
ら
一
科
目
を
選
ん
で
専
攻
科
目
と
し
、

講
義
と
演
習
を
必
修
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
但
し
、
英
文
學
、
獨
逸
安
學
、
佛
蘭
西
文
學
、
梵
詰
學
梵
文
學
で
は
専
攻
と
し
な
い
科
目
の
普

通
講
装
は
そ
の
一
っ
を
選
ぶ
。
副
科
目
は
補
助
的
な
意
味
を
含
れ
か
ら
學
生
の
自
由
聡
講
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
専
攻
科
目
に
よ
つ
て
は

そ
の
あ
る
も
の
は
必
修
と
な
っ
た
。
副
科
目
に
は
規
程
に
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
初
期
に
は
図
法
學
・
純
齊
學
・
統
計
學

な
ど
の
講
義
が
特
に
史
學
科
の
學
生
の
た
め
に
開
か
れ
た
。
こ
れ
は
研
究
が
早
く
か
ら
専
門
に
値
す
る
傾
向
を
是
正
し
、
多
角
的
な
研

究
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
が
た
め
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

科
目
に
正
・
副
の
二
種
を
＞
て
た
の
と
同
時
に
正
科
目
の
講
義
を
普
通
講
義
•
特
殊
講
義
・
演
習
の
三
種
に
分
け
た
の
も
注
意
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
普
通
講
義
は
概
説
的
な
も
の
を
主
と
し
學
生
は
そ
の
恥
す
る
學
科
の
粋
通
謡
義
は
全
部
必
修
せ
ね
ば
な
ら

H•Hoffding 
の
。
ハ
ウ
ル
・
バ
ル
ト
助
教
授

P
a
u
l
B
a
r
t
h
 

代
禎
輔
、
英
文
學
に
上
田
敏
（
柳
村
）
雨
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

-
0
 

そ
の
特
殊
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特
色
を
保
つ
て
い
る
。

京郡帝函大學悠本館

で
あ
る
。

な
い
が
、
そ
れ
は
専
攻
を
早
く
定
め
て
偏
狭
に
流
れ
る
よ
り
は
、

閥
係
謂
學
科
の
知
識
を
豊
宮
に
す
る
こ
と
を
目
控
と
し
た
か
ら
で
あ

る
。
特
殊
購
義
は
専
攻
學
生
の
た
め
に
特
殊
の
問
題
に
つ
い
て
教
官
が
祈
究
の
結
呆
を
諧
義
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
學
生
に
事

賓
の
知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
研
究
の
範
例
を
示
し
、

主
と
し
て
梓
通
講
義
を
終
え
た
も
の
だ
け
の
恥
胴
す
る
課
目
で
あ
る
＞
演
習
は

前
迄
の
範
例
に
な
ら
い
學
生
に
任
意
の
問
題
に
つ
い
て
自
ら
伯
究
さ
せ
、
或
は
教
官

か
ら
間
題
を
出
し
て
報
告
を
提
出
さ
辻
教
官
が
こ
れ
に
批
評
を
加
え
て
質
地
に
研

究
方
法
を
會
得
さ
せ
る
も
の
で
、
特
殊
講
義
を
終
え
た
も
の
だ
け
が
出
席
す
る
こ
と

が
で
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
在
學
――
一
年
の
學
生
生
活
に
配
富
す
る
と
、
第

一
年
度
は
哲
・

史
・
文
の
三
學
科
の
匿
別
の
み
で
そ
の
専
攻
は
未
た
決
定
せ
ず
、
闊
係
學
科
の
知
識

を
廣
く
修
得
さ
せ
、
第
二
年
度
は
専
攻
科
日
を
定
め
て
軒
究
方
法
を
會
得
さ
せ
、
第

三
年
度
は
そ
の
専
攻
科
目
に
関
す
る
軒
完
に
従
事
せ
し
め
て
論
文
を
提
畠
さ
せ
る
の

學
年
制
こ
そ
旅
行
さ
れ
て
は
い
な
い
か
毒
賓
と
し
て
は
學
年
制
度
で
あ

り
、
そ
れ
は
順
を

追
う
て
學
間
の
道
に
入
る
よ
う
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

方
教
官
の
講
座
拗
任
に
つ
い
て
も
二
講
座
の
兼
櫓
は
で
ぎ
る
だ
け
避
け
、
そ
の
講
義

時
間
も
一
週
六
時
間
を
越
え
ぬ
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
各
科
目
に
演
習
を
置
い

て
學
生
の
獨
自
の
花
完
に
従
わ
せ
た
の
と
同
様
、
學
祖
の
蘊
奥
を
極
め
る
大
學
の
使

命
を
明
ら
か
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
事
官
文
科
大
學
の
演
習
は
教
官
の
學
殖
と
相

ま
つ
て
巖
格
に
行
わ
れ
、

現
在
に
お
い
て
も
激
し
い
學
的
訓
練
の
一
っ
と
し
て
そ
の

右
科
大
學
の
制
度
は
右
に
述
べ
た
よ
う
に
着
蒼
と
盤
備
さ
れ
た
が
、
教
室
・
祈
完
室
な
ど
の
建
物
加
設
は
必
ず
し
も
こ
れ
に
併
行
し



す
で
に
研
究
室
か
繋
備
さ
れ
、
教
官
・
學
生
の
栢
究
が
進
捗
ナ
る
と
、

き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

度
は
内
田
教
授
の
設
案
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が

文學部佑本館（前方）

て
急
速
に
は
誰
備
で
ぎ
な
か
っ
た
。
一
二
十
九
年
に
哲
學
科
が
授
業
を
開
始
し
た
際
に
は
、

に
鈎
本
餡
（
大
正
元
年
燒
失
し
た
理
工
科
大
學
の
建
物
）
の
二
陪
中
央
の
化
學
教
室
三
個
を
借
り
、

學

部

の

歴

史

つ
ぎ
は
嘗
然
學
暫
の
創
設
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

文
科
大
學
の
専
彫
の
建
物
は
な
く
、
わ
ず
か

一
室
を
教
室
と
し
、

學
賓
瞼
室
、
他
を
學
長
・
教
官
・
事
務
員
の
室
に
賞
て
た
始
末
で
あ
っ
た

n

翌
四
十

年
七
月
に
漸
く
木
浩
建
物
か
一
個
完
成
し
（
現
在
の
法
鰹
本
館
と
文
學
部
本
館
の
間

の
進
路
の
上
）
、

そ
の
東
半
分
が
文
科
人
學
に
富
て
ら
れ
、
教
官
室
・
事
税
室
お
よ

び
教
室
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
も
な
く
、

さ
ら
に
そ
の
東
方
の
法

科
大
學
の
三
教
室
を
借
り
受
け
、
軒
究
室
は
獨
立
の
部
屋
と
な
っ
て
教
官
・
學
生
に

多
大
の
便
宜
を
典
え
る
こ
と
に
な
り
、

四
十
二
年
九
月
に
は
研
究
室
規
定
か
定
め
ら

れ
て
そ
の
趣
旨
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
十
一
年
十
月
に
は
心
哩
學
賓
瞼
室

が
完
成
し
、
稲
種
の
新
設
備
を
以
て
斯
學
の
研
究
に
一
輯
機
を
制
し
た
が
、
翌
四
十

二
年
春
に
は
そ
の
北
側
に
前
年
か
ら
建
築
中
の
二
陪
建
木
造
建
物
一
棟
が
落
成
し
て

教
官
室
お
よ
び
栢
究
室
が
設
備
さ
れ
ぢ
今
は
な
い
こ
の
建
物
こ
そ
い
わ
ゆ
る
「
京

都
學
派
」
の
淵
叢
で
あ
り
、
幾
多
の
新
進
の
學
徒
が
育
ま
れ
た
記
念
す
べ
き
建
物
で

あ
っ
た
。
研
究
室
は
た
だ
教
官
の
み
の
専
用
に
委
ね
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
平
日
は

午
後
四
時
ま
で
開
放
し
て
學
生
に
自
由
に
出
入
さ
せ
た
か
ら
、
學
生
は
平
生
教
官
と

談
話
を
交
え
、
そ
の
間
多
大
の
感
化
を
受
け
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
制

こ
れ
が
本
學
に
新
し
い
學
風
を
起
す
に
典
つ
て
力
あ
っ
た
こ
と
は
、
否
定
で

一
室
を
心
理
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四
十
四
年
十
月
に
出
版
さ
れ
た
。
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
桝
究
資
料
と
し
て
重
要
な

書
籍
が
多
く
こ
の
叢
書
の
中
に
牧
め
ら
れ
て
襲
刊
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
目
録
に
つ
い
て
は
「
附
録
」
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

な
お
文
科
大
學
創
設
の
功
労
者
で
あ
る
狩
野
學
長
は
四
十
一
年
十
月
健
康
を
害
し
て
退
職
し
、
松
本
文
三
郎
教
授
が
後
を
う
け
て
學

長
に
補
せ
ら
れ
た
。
松
本
學
長
は
以
後
ひ
き
つ
づ
い
て
大
正
五
年
ま
で
そ
の
戦
に
あ
り
、
學
制
の
改
革
、
設
備
の
披
充
な
ど
賞
際
の
運

の
と
い
い
得
る
の
で
あ
る
。

松本學長

四
十
年
二
月
に
教
育
學
會
が
成
立
し
た
の
を

最
初
と
し
、
各
科
目
の
學
會
が
相
つ
い
で
翌
會
し
た
。
そ
の
い
ち
い
ち
に
つ
い
て
は
、

「
講
座
の
沿
革
」
の
と
こ
ろ
に
述
べ
て
あ
る
か
ら
こ
こ
で
は
詳
し
く
は
記
さ
な
い
が
、
文
科
大
學
が
開
設
さ
れ
て
敷
年
の
う
ち
に
學
科

の
ほ
と
ん
ど
全
種
類
に
わ
た
つ
て
學
會
が
創
立
さ
れ
た
こ
と
は
草
創
時
代
に
お
け
る
學
園
り
向
學
心
の
強
烈
な
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
事
質
た
だ
に
教
室
の
講
義
を
補
っ
た
の
み
で
な
く
、
敢
官
、
學
生
の
親
睦
に
も
大
い
に
好
影
器
を
典
え
た
。
大
學
教
育
は
學
術
の

攻
究
と
と
も
に
人
格
の
陶
冶
を
そ
の
目
的
と
し
て
い
る
か
ら
、
多
く
の
學
會
の
急
速
な
設
立
は
そ
れ
ら
の
毘
に
多
大
の
貢
獣
を
し
た
も

文
科
大
學
の
多
方
面
の
研
究
が
具
橙
的
に
結
晶
し
た
も
の
と
し
て
は
そ
の
刊
行
物
を
畢
げ
得
る
が
、

叢
書
』
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
藝
文
は
京
都
文
學
會
の
襲
行
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
別
項
に
お
い
て
述
べ
る
か
ら
こ
こ
で

は
省
く
。

『
藝
文
』
お
よ
び
『
文
科
大
學

文
科
大
學
叢
書
は
稀
暇
書
の
覆
刻
、
異
類
の
多
い
圏
書
の
校
勘
な
ど
に
よ
つ
て
祈

究
賽
料
を
廣
く
學
界
に
供
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
最
初
の
も
の
と
し
て

『
大
唐
西
域
記
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
は
東
洋
史
、

イ
ン
ド
學
の
研
究
上
鋏
＜

べ
か
ら
ざ
る
重
要
資
料
で
あ
る
が
、
従
末
の
諸
本
は
誤
脱
が
多
く
正
確
な
軒
究
に
適

せ
ぬ
た
め
、
諸
家
秘
蔵
の
書
約
二
十
種
を
採
つ
て
そ
の
異
同
を
校
合
し
た
も
の
で
あ

る
。
嘗
時
西
域
史
を
講
義
中
の
羽
田
講
抑
が
こ
の
こ
と
に
嘗
り
、
四
十
二
年
着
手
し



學

部

の

歴

史

螢
に
す
こ
ぶ
る
釜
力
し
た
。

嘗
時
創
立
勿
勿
の
こ
と
と
て
外
國
の
碩
學
や
貴
賓
の
束
學
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ
皇
太
子
で
あ
っ
た
大
正
天
皇
は
四
十
三
年
と

四
十
四
年
の
雨
度
本
學
に
行
啓
さ
れ
た
。
四
十
三
年
十
月
一
日
の
行
啓
に
は
各
分
科
大
學
を
巡
賛
さ
れ
た
が
、
文
科
大
學
で
ほ
三
浦
周

行
教
授
の
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
雨
統
分
立
の
影
孵
」
に
つ
い
て
の
講
演
を
聴
か
れ
、
心
理
學
賓
瞼
室
で
は
松
本
亦
太
郎
教
授
の
諸
種

の
心
理
學
的
賓
験
の
説
明
を
馳
取
さ
れ
た
。
四
十
四
年
十
一
月
十
八
日
の
行
啓
に
は
文
科
大
學
御
巡
覧
の
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
穂
長

か
ら
は
こ
の
年
十
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
大
唐
西
域
記
一
本
を
獣
上
し
、
図
書
館
の
階
上
で
は
文
科
大
學
所
蔵
の
園
饗
・
標
本
な
ど

な
お
そ
の
こ
ろ
の
卒
業
界
ば
青
授
典
式
に
は
、
御
名
代
宮
が
臨
場
し
、

ま
た
侍
従
が
差
逍
さ
れ
て
優
等
卒
業
生
に
恩
賜
品
を
要
典
す
る

例
で
あ
っ
た
が
、
四
十
二
年
七
月
文
科
大
學
が
第
一
回
卒
業
生
を
出
し
た
と
き
に
は
、
東
伏
見
宮
依
仁
親
王
が
式
場
に
臨
席
さ
れ
た
。

四
十
一
―
一
年
七
月
に
は
竹
田
宮
恒
久
王
、
四
十
四
年
七
月
に
は
北
白
川
宮
成
久
王
の
各
殿
下
が
臨
場
さ
れ
た
が
、
そ
の
つ
ど
各
分
科
大
學

は
學
術
賽
料
を
陳
列
し
て
台
覧
に
供
し
た
。
勿
論
文
科
大
學
に
お
い
て
も
貴
重
資
料
を
出
品
し
、
文
科
大
學
の
光
榮
と
し
て
挽
常
の
各

大
止
時
代
は
國
家
的
な
立
場
か
ら
見
る
と
日
本
の
國
力
の
襲
展
の
時
期
で
あ
る
が
、

を
た
ど
つ
て
い
る
。
大
學
と

L
て
は
大
正
四
年
六
月
に
整
科
大
學
長
荒
木
寅
三
郎
博
士
が
綿
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
學
内
の
信
望
厚
く

任
期
を
代
え
る
こ
と
四
度
、
昭
和
四
年
三
月
ま
で
十
四
年
の
間
そ
の
臓
に
あ
っ
て
大
學
の
鰐
螢
に
霊
痒
し
た
。
文
科
大
學
長
と
し
て
は

大

正

期

教
授
は
感
激
し
て
そ
の
説
明
に
常
っ
た
の
で
あ
る
。

の
貴
重
品
を
台
覧
に
供
し
た
。

わ
が
文
科
大
學
も
こ
れ
に
應
じ
て
焚
展
の
一
路

一
四
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期

狩野部長 藤代部 長

前
流
の
よ
う
に
大
正
五
年
五
月
ま
で
松
本
文
三
郎
教
授
が
そ
の
職
に
あ
り
、
そ
の
後
藤
代
禎
輔
、
狩
野
直
喜
、
原
勝
郎
、

教
授
が
ほ
ぽ
三
年
を
任
期
と
し
て
在
任
し
た
が
、

こ
れ
ら
學
長
の
在
職
中
の
重
要
事
項
を
つ
ぎ
に
述
べ
よ
う
。

大
正
八
年
二
月
に
大
學
令
の
改
正
に
よ
っ

て
従
来
の
各
分
科
大
學
は
そ
れ
ぞ
れ
學
部
と
敦
稲
せ
ら
れ
、
文
科
大
學
も
文
學
部
と
稲
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
學
部
内
の
組
織
や
事
務
に
は
ほ

と
ん
ど
何
等
の
影
器
も

な
か
っ
た
。
初
代
文
學
部
長
は
藤
代
教
授
で
あ
っ
た
が
、

ー→

．~ ・

Jl. 

坂
目
昂
の
四

八
年
七
月
狩
野
教
授
が

こ

れ
に
代
り
、
十

一
年
四
月
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
大
正
十
年
三
月
に
は
従
束
蔽
等

學
校
・
大
學
を
通
じ
て
九
月
を
以
て
學
年
始
と
し
て
い
た
制
度
が
改
め
ら
れ
て
四
月

と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
中
學
卒
業
後
高
等
學
校
入
學
ま
で
の
無
用
の
期
間
を
省
い
て

そ
の
修
學
年
限
を
短
縮
す
る
考
え
に
出
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
多
年
の

學
年
行
事
の
順
序
に
影
糊
を
典
え
る
こ
と
で
一
時
多
少
の
混
胤
は
免
れ
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
正
九
年
度
だ
け
は
亨
質
上
七
か
月
を
以
て

一
學
年
と
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
修
學
上
種
種
の
支
陣
を
生
じ
、
事
質
こ
の
時
期
に
在
學
し
た
學

生
た
ち
は
み
な
在
學
三
年
に
満
た
な
い
で
卒
業
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

な
お
注
意
す
べ
蓉
は
大
學
令
の
改
正
と
と
も
に
七
年
制
高
等
學
校
案
が
は
じ
め
て

賓
施
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
中
學
校
四
學
年
終
了
を
以
て
高
等
學

校
へ
の
入
學
の
道
が
開
か
れ
た
た
め
、
大
正
十
一
年
以
後
に
は
大
學
に
も
そ
の
影
罰

が
及
び
、
後
述
の
理
由
と
と
も
に
高
等
學
校
以
外
か
ら
の
入
學
者
は
減
少
し
て
、
在
學
生
全
臆
の
容
貌
は
一
般
に
す
こ
ぶ
る
若
若
し
く

し
か
し
こ
れ
に
も
ま
し
て
學
園
に
大
き
な
麦
化
を
興
え
た
の
は
高
等
學
校
の
増
設
に
よ
る
入
學
者
の
激
壻
で
あ
る
。
本
来
帝
國
大
學
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等
學
校
が
開
設
せ
ら
れ
、

干
の
餘
裕
を
得
た
の
で
、

ま
や
學
生
の
激
地
は
到
底
こ
れ
ら
の
施
設
を
以
て
し
て
も
如
何
と
も
し
が
た
く
な
り
、
哲
學
科
文
學
科
の
新
研
究
室
と
陳
列
餌
の
増
築

に
と
り
か
か
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
正
十
二
年
に
本
學
に
は
檻
學
部
が
新
設
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
ぎ
豫
算
の
上
で
若

そ
れ
を
以
て
こ
れ
ら
の
壻
築
を
急
速
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
陳
列
館
は
わ
ず
か
の
増
築
で
あ
っ
た
が
、

坂 口部長 原 部 長

に
卒
莱
生
を
送
り
得
る
高
等
學
校
は
文
科
大
學
設
立
か
ら
嘗
時
に
至
る
ま
で
は
八
校
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
こ
ろ

か
ら
蘭
等
教
育
に
封
す
る
要
望
は
國
民
の
間
に
高
ま
り
、
こ
れ
に
應
ず
る
た
め
大
正
八
年
九
月
に
新
漉•
松
本
・
山
口

•

松
山
の
四
高

以
径
逐
年
増
設
さ
れ
、
大
正
末
年
に
け
官
私
立
合
計
三
十
四
の
高
等
學
校
が
並
立
す
る

こ
と

に
な
っ

た
。
こ

れ
ら
の
高
等
學
校
の
卒
業
生
は
十
一
年
か
ら
大
學
に
入
學
す
る
こ
と
に
な
り
本
學
の

學
生
の
敷
は
急
激
に
増
加
し
た

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
わ
が
文
學
部
に
お
い
て
は
入

學
者
は
大
正
の
初
年
以
来
毎
年
哲
、
史
、
文
の
本
科

・
選
科
合
せ
て
平
均
1

ハ
0
名
内

外
を
上
下
し
た
の
で
あ
る
が
、
十
一
年
に
は
一

0
0名
と
な
り
、
十
二
年
に
は
一
四

0
名
、
十
三
年
に
は
二
三
六
名
と
い
う
飛
躍
を
し
た
。

三
年
前
に
比
し
ほ
ぽ
四
倍
の

増
加
で
あ
る
が
、
更
に
翌
十
四
年
に
は
一
―

10四
名
、
十
五
年
に
は
三
三

0
名
と
な
っ

て
三
十
年
間
に
お
け
る
最
大
敷
に
逹
し
、
學
部
全
髄
在
學
生
の
敷
は
網
敷
七
0
0
名

を
越
え
る
の
盛
況
と
な
っ
た
。

こ
の
影
密
は
直
ち
に
建
物
の
方
面
に
現
わ
れ
栢
究
施
設
は
狭
溢
を
告
げ
改
増
築
は

焦
眉
の
急
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
明
治
の
末
期
に
す
で
に
文
科
大
學
の
う
ち
史
學
科

は
標
本

・
史
料
な
ど
の
激
増
に
よ
り
そ
の
虞
置
に
悩
ま
さ
れ
、
四
十
四
年
に
七
萬
七

千
圃
の
豫
算
を
以
て
陳
列
館
の
建
築
を
起
し
、
貴
重
な
資
料
を
こ
の
う
ち
に
蔵
す
る

こ
と
と
な
り
、
史
學
科
析
究
室
は
翠
げ
て
こ
の
建
物
に
移
轄
し
て
い
た
。

し
か
し
い

一'-ノ‘



大

正

期

文
科
大
學
創
立
以
来
の
特
色
の
―
つ
で
あ
り
、
苺
年
五
、

六
名
乃
至
二
十
名
の
入
學
者
が
あ
っ
た
が
、

一
七

大
正
十
一
年
ご
ろ
か
ら
激
姻

哲
厚
科
・
文
學
科
研
究
室
の
方
は
将
来
完
成
せ
ら
れ
る
筈
の
鐵
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
究
室
の
第
一
期
工
事
と
し
て
、
ま
ず
西
南
隅
の
四

階
の
書
庫
と
閲
覧
室
が
新
築
さ
れ
た
。
竣
工
と
と
も
に
従
来
木
造
栢
究
室
に
あ
っ
た
雨
學
科
の
回
害
を
全
部
こ
こ
に
移
し
、
階
上
を
哲

學
科
、
階
下
を
文
學
科
の
閲
覧
室
に
常
て
、
曹
木
造
建
物
は
も
っ
ば
ら
雨
學
科
の
教
官
の
伯
究
室
に
使
用
し
た
。
同
時
に
従
来
の
軒
究

室
規
則
を
改
め
て
新
た
に
詞
訳
室
規
則
お
よ
び
固
街
室
細
則
を
定
め
た
が
、
こ
れ
ら
の
設
備
撒
張
に
よ
っ
て
學
生
の
得
た
便
宜
は
極
め

て
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
で
も
年
年
増
加
す
る
學
生
に
到
し
て
は
到
底
不
十
分
な
る
を
免
れ
ず
、
翌
年
度
に
も
培
築
を

樅
紹
し
、
十
四
年
三
月
に
至
っ
て
陳
列
館
は
東
北
隅
の
二
室
が
完
成
し
、
哲
學
科
・
文
學
科
は
さ
ら
に
西
北
隅
の
書
庫
お
よ
び
北
側
の

こ
の
建
物
が
現
在
の
文
學
部
本
館
の
西
邊
お
よ
び
北
邊

一
部
が
壻
築
さ
れ
た
。
文
學
科
書
廊
な
ら
び
に
閲
覧
室
は
こ
こ
に
移
っ
た
が
、

を
形
造
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
次
第
で
栢
究
室
は
や
や
餘
裕
を
生
じ
て
ぎ
た
が
、
講
義
室
の
狭
麿
と
参
考
魯
の
不
足
な
ど
修
學
上
の
不
便
は
決
し
て
解

つ
い
に
十
五
年
學
部
規
程
が
改
正
さ
れ
、
選
科
生
の
入
學
が
大
巾
に
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

，ヽL
 

n
H
 

ヵ た
。
す
な
わ
ち
文
學
部
規
程
の
中
に
新
た
に
第
十
四
條
と
し
て
「
選
科
生
二
到
シ
テ
ハ
試
験
ヲ
行
ハ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
の
一
項
を
追

以
後
入
學
す
る
選
科
生
に
到
し
て
は
従
来
施
行
し
て
き
に
學
年
試
瞼
を
陵
し
か
つ
終
了
證
書
を
授
典
せ
ぬ
こ
と
に
し
た
。
こ
れ

は
い
ま
ま
で
質
質
的
に
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
學
生
に
準
じ
て
取
扱
っ
て
い
た
選
科
生
の
制
度
を
、
全
く
學
生
と
異
な
る
専
攻
の
學
術

の
み
を
栢
究
す
る
人
び
と
の
た
め
の
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
本
来
選
科
生
制
度
は
高
等
學
校
卒
業
生
以
外
の
傍
系
入
學
志
願
者
の
た

め

vr設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

一
定
の
試
験
を
鰹
て
入
學
を
許
し
そ
の
後
さ
ら
に
考
査
し
て
本
科
へ
の
編
入
を
も
認
め
て
き
た
。
こ
れ
は

し
、
十
四
年
に
は
八
十
四
名
の
多
敷
に
上
っ
た
た
め
、
高
等
學
佼
卒
業
生
を
優
先
せ
し
め
る
帝
國
大
學
の
立
場
と
し
て
は
や
む
を
得
な

い
虞
置
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
選
科
生
は
漸
次
減
少
し
、
一
時
の
よ
う
な
多
敷
に
上
る
こ
と
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
以
前
と
同

様
の
少
敷
の
状
態
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

消
し
な
か
っ
た
。
そ
の
到
策
と
し
て
、
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大
止
期
に
お
け
る
學
部
の
醗
展
は
講
座
の
充
賓
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
大
正
四
年
九
月
に
は
わ
が
國
に
お
け
る
最
初
の
考

古
學
講
座
が
新
設
せ
ら
れ
た
が
、
八
年
の
學
制
改
革
の
の
ち
六
月
に
は
國
語
學
國
文
學
と
文
那
語
學
支
那
文
學
に
各
一
講
座
が
壻
設
せ

ら
れ
た
。
さ
ら
に
の
ち
に
は
宗
教
學
に
第
二
•
第
三
講
座
が
置
か
れ
、
西
洋
文
學
に
は
第
一
＿
一
講
座
が
慨
か
れ
て
講
座
穂
敷
三
―
-
‘

現
在
と
大
差
な
い
規
模
が
大
正
末
期
に
は
備
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
代
の
中
期
七
、

八
年
ご
ろ
か
ら
末
期
ま
で
の
敷
年
間
は
経
溌
界
は
好
況
を
極
め
、
教
員
志
箪
者
の
敷
は
少
な
く
中
等
教
育
界

は
教
員
の
彿
底
に
困
惑
し
た
。
こ
の
難
局
に
虞
す
る
た
め
に
政
府
は
各
地
の
直
轄
學
校
に
臨
時
教
且
養
成
機
醐
を
設
け
た
が
、
本
學
で

も
十
一
年
に
第
七
臨
時
教
且
旅
成
所
（
國
渡
科
）
が
設
け
ら
れ
、
幾
多
の
教
政
を
中
等
學
校
に
送
り
出
し
て
い
る
。

ま
た
大
正
期
は
明
治
期
と
異
な
り
期
間
も
長
く
ま
た
本
學
部
の
興
隆
期
に
も
常
つ
て
い
て
、
内
外
の
費
顕
の
士
を
迎
え
る
、

J

と
も
少

な
く
な
か
っ
た
。
大
正
六
年
十
一
月
に
は
滋
賀
縣
下
で
陸
軍
の
特
別
大
演
習
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
統
監
の
た
め
酉
下
さ
れ
た
大

正
天
皇
は
十
一
月
十
日
本
學
に
行
幸
さ
れ
た
。
本
學
に
天
皇
が
行
幸
さ
れ
た
の
は
こ
れ
を
最
初
と
す
る
の
で
、
大
學
常
局
は
薦
逍
漏
な

ぎ
を
期
し
た
が
、
そ
の
と
き
陳
列
館
の
貴
夜
室
は
は
じ
め
て
御
座
所
に
使
用
さ
れ
た
。
闘
會
館
に
は
各
分
科
大
學
か
ら
提
出
し
た
軒
究

つ
い
で
十
一
年
十
一
月
十
可
日
に
は
、

資
料
が
陳
列
さ
れ
た
が
、
文
科
大
學
に
お
い
て
も
若
千
の
史
料
を
出
品
し
三
浦
教
授
が
説
明
を
柏
常
し
た
。

か
ね
て
入
浴
中
の
皇
后
陛
下
が
本
學
に
行
啓
さ
れ
た
。
荒
木
慈
長
の
先
禅
で
學
内
を
巡
覧
さ

れ
た
が
、

ま
ず
諄
攘
堂
に
お
い
て
新
村
、
吉
澤
雨
教
授
お
よ
び
理
學
部
新
城
教
授
の
資
料
の
説
明
を
聞
か
れ
、

の
所
馘
品
を
濱
田
教
授
の
説
明
で
御
覧
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
陛
下
は
エ
學
部
電
氣
・
建
築
雨
教
室
、
臀
學
部
附
圏
病
院
な
ど
に
も
足
を

運
ば
れ
た
が
、
午
前
九
時
に
御
所
を
出
御
さ
れ
て
大
學
に
向
わ
れ
‘
午
後
一
―
一
時
二
十
分
に
遼
啓
さ
れ
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
一
日
を
本
學

で
過
さ
れ
た
。
こ
れ
は
常
時
、
學
術
機
劇
へ
の
御
成
り
と
し
て
け
他
に
例
を
見
な
い
長
時
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
十
四
年
五
月
十
七
日
に
は
皇
太
子
殿
下
の
行
啓
が
あ
っ
た
。
こ
の
と
ぎ
は
本
部
階
上
の
大
會
議
室
で
文
學
部
野
上
教
授
、
理
學

部
小
松
教
授
の
講
演
を
聴
か
れ
、

さ
ら
に
同
室
に
陳
列
さ
れ
た
標
本
・
賽
料
な
ど
に
つ
い
て
の
三
浦
、
新
村
、
濱
田
諮
教
授
ら
の
説
明

つ
い
で
陳
列
館
で
は
そ

一
八

ま
ギ
ま

‘“> 



大

正

期

學
部
で
は
日
湿
交
通
史
料
な
ど
を
ま
と
め
て
展
覧
に
供
し
た
。

こ。f
 

一
九

翌
月
十

を
聴
取
さ
れ
た
。
そ
の
後
迎
動
場
の
奉
迎
式
場
に
臨
席
さ
れ
、
學
生
一
同
の
國
歌
齊
唱
な
ら
び
に
萬
歳
三
唱
を
受
け
ら
れ
て
追
啓
さ
れ

ち
な
み
に
本
學
で
は
明
治
以
来
毎
年
卒
業
式
に
は
天
皇
陛
下
の
御
名
代
と
し
て
皇
族
の
宮
殿
下
を
お
迎
え
し
て
い
た
が
、
こ
の
例
は

大
正
七
年
七
月
を
以
て
打
切
り
と
な
っ
た
。

大
正
十
一
年
は
京
都
帝
國
大
學
が
創
立
さ
れ
て
か
ら
満
二
十
五
周
年
に
相
嘗
し
、
は
じ
め
て
六
月
十
八
日
が
大
學
記
念
日
と
定
め
ら

れ
た
が
、
常
日
に
は
久
遡
宮
邦
彦
王
、
同
多
嘉
王
の
臨
席
が
あ
り
、
盛
大
な
祝
典
が
行
わ
れ
た
。

以
上
は
皇
室
な
ら
び
に
皇
族
の
末
學
で
あ
る
が
、
外
國
の
名
士
で
本
學
を
訪
問
し
た
も
の
も
こ
の
期
に
は
少
な
く
な
く
、
大
正
十
一

年
二
月
八
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
特
祇
使
節
の
ジ
ョ
ッ
フ
ル
元
帥
J
.

Joffre
が
来
學
し
尊
攘
堂
前
に
歓
迎
式
が
欅
行
さ
れ
た
。
本
部
階
上

に
は
日
佛
閥
係
の
古
文
壽
類
を
陳
列
し
て
、
三
浦
、
新
村
雨
教
授
が
説
明
を
把
常
し
た
。
さ
ら
に
同
年
四
月
二
十
九
日
に
は
英
國
皇
太

こ
の
と
き
は
日
英
開
係
史
料
を
選
ん
で
罰
覧
に
供
し
、

子

P::ince
of 
W
a
l
e
s
 (
現
ウ
ィ
ン
ザ
ー
公
）
が
来
學
さ
れ
た
が
、

二
、
十
三
雨
日
に
は
尊
攘
堂
に
展
観
し
て
脳
く
一
般
に
も
公
開
し
た
。

翌
十
五
年
九
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
皇
太
子
グ
ス
タ
フ
・
ア
ド
ル
フ

G
u
s
t
a
v
A
d
o
l
f
が
来
學
さ
れ
た
が
、
殿
下
は
考
古
學
・
古

美
術
に
造
詣
が
深
く
、
濱
田
教
授
の
先
導
で
陳
列
館
を
巡
覧
さ
れ
た
と
ぎ
も
、
遺
物
を
一
っ
―
つ
手
に
と
つ
て
質
問
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た

c
同
年
十
一
月
十
一
日
に
は
シ
ャ
ム
國
文
部
大
臣
の
ダ
ニ
ー
親
干
が
本
學
を
視
察
さ
れ
た
が
、
こ
の
と
き
も
陳
列
館
を
巡
覧
さ
れ
、
本



長
は
事
態
の
牧
拾
に
苦
慮
し
た
が
、

藤

つ
い
に
六
月
末
病
氣
の
た
め
に
短
期
問
の
在
任

井 部 長 小西部長

學

部

の

歴

史

昭
和
時
代
は
日
本
が
満
洲
事
麦
、

瞼
を
続
た
時
期
で
あ
る
。
戦
時
骰
制
へ
の
突
進
と
そ
の
崩
壊
が
全
國
を
襲
う
と
き
、

ジ
ナ
事
麦
を
経
て
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
、

昭

和

第

期
到
底
あ
り
得
る
こ
と
で
は
な
い
。
便
宜
上
十
二
年
の
シ
ナ
事
愛
勃
襲
ま
で
を
第
一

期

と
し
、

わ
が
文
學
部
が
ひ
と
り
こ
の
圏
外
に
立
っ
こ
と
は

以
後
敗
戦
ま
で
を
第
二
期
と
し
、
戦
後
現
在
に
至
る
ま
で
を
第
三
期
と
し
て

こ
の
間
の
學
部
の
歴
史
の
愛
遷
を
左
に
述
べ
よ
う
。

昭
和
の
初
期
十
二
年
間
は
大
正
末
の
状
勢
を
引
臨
ぎ
、
文
學
部
の
組
織
の
上
か
ら

は
や
は
り
稜
展
期
に
相
嘗
す
る
で
あ
ろ
う
。
學
部
長
と
し
て
は
昭
和
二
年
四
月
坂
口

教
授
の
後
を
つ
い
で
小
西
教
授
が
代
り
、
四
年
四
月
に
は
藤
井
健
治
郎
教
授
が
そ
の

後
を
承
け
た
。
翌
五
年
に
藤
井
部
長
は
病
床
に
臥
し
た
の
で
、
十
月
に
は
浣
田
教
授

が
代
り
、
七
年
十
月
に
は
吼
田
教
授
、
同
九
年
八
月
に
は
野
上
教
授
、
十

一
年
十
月

に
は
小
島
教
授
が
相
つ
い
で
そ
の
職
に
営
っ
た
。
な
お
小
西
教
授
は
昭
和
八
年
三
月

學
内
の
信
望
を
集
め
て
穂
長
に
選
出
せ
ら
れ
た
が
、
文
學
部
か
ら
聰
長
を
出
し
た
の

は
同
教
授
が
最
初
で
あ
る
。
し
か
し
就
任
勿
勿
五
月
に
は
罷
川
事
件
が
起
り
、
新
穂

で
辟
職
の
や
む
な
き
に
至
っ
た
。

つ
い
に
敗
戦
す
る
と
い
う
未
曾
有
の
歴
史
的
経

二

0



昭

和
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期

羽田部 長 濱田 部長

つ
い
で
九
年
七
月
に
は
西
洋
文
學
第
四
講
座
（
英
文
學
）
が
壻
筐
さ
れ
、

し
て
弱
田
穂
長
の
就
任
と
同
時
に
そ
の
任
を
退
い
た
。

ま
た
昭
和
十
一
一年
六
月
に
は
松
井
網
長
の
後
を
う
け
て
木
學
部
の
濱
田
教
授
が
総

長
に
就
任
し
た
が
、
前
網
長
時
代
の
會
計
課
事
件
の
始
末
な
ど
「
粛
學
」
を
済
羞
と

質
行
し
た
。
し
か
し
十
三
年
の
春
ご
ろ
か
ら

健
康
を
害
し
大
學
病
院
に
入
院
し
た

が
、
七
月
に
濡
野
事
件
が
起
つ
て
心
痛
甚
し
く
つ
い
に
同
月
二
十
五
日
に
現
職
の
ま

ま
逝
去
し
た
。
濱
田
網
長
は
内
外
に
知
己
多
く
、

性
格
も
開
放
的
で
、
全
學
の
信
望

が
厚
か
っ
た
が
け
に
そ
の
死
は
い
た
＜
惜
し
ま
れ
、
夏
季
休
暇
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

濱
田
網
長
と
閥
聯
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
に
、

本
學
部
の
天
野
教
授

の
學
生
課
長
兼
任
の
こ
と
が
あ
る
。
天
野
教
授
は
毅
然
た
る
道
徳
的
信
念
と
學
生
に

封
す
る
深
い
愛
情
の
故
に
、
濱
田
穂
長
に
懇
請
さ
れ
て
十
二
年
九
月
學
生
諜
長
の
任

に
就
い
た
。
教
授
が
學
生
課
長
を
兼
任
ナ
る
こ
と

は
常
時
と
し
て
は
劃
期
的
な
試
み

で
あ
り
、
そ
の
底
に
は
網
長
と
教
授
の
間
に
人
格
的
な
深
い
共
鳴
が
横
た
わ
っ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
教
授
は
名
課
長
と
し
て
學
生
の
信
望
を
集
め
、
幾
多
の
功
紋
を
残

制
度
に
つ
い
て
は
こ

の
期
は
大
正
時
代
と
大
し
て
斐
化
は
な
い
が
、
講
座
と
し
て
は
哲
學
哲
學
史
第
五
講
座
（
西
洋
哲
學
史
）
が
二

年
十
月
に
設
置
さ
れ
内
容
の
充
質
を
誇
る
こ
と
に
な
っ
た
。

英
文
學
は
二
講
座
を
以
て
壻
大
す
る
學
生
の
指
樽
に
射
應
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
十
二
年
の
十
二
月
に
ほ
國
家
主
義
興
隆
の
影
襄

も
あ
っ
て
三
學
科
共
通
の
も
の

と
し
て
日
本
精
神
史
講
座
が
設
鷹
せ
ら
れ
た。

學
生
定
員
に
つ
い
て
は
、
す
な
わ
ち
二
年
一二
月
坂
口
部
長
の
と
ぎ
に
次
の
よ
う
な
規
程
の
変
更
が
あ
っ
た
。

そ
の
大
學
葬
は
盛
儀
を
極
め
た
。



入
學
の
嘗
初
に
専
攻
科
目
を
決
定
さ
せ
ず
、

小島部長

三、

一
般
的
知
識
を
習
得
し
て
か
ら
は
じ

こ
の
こ
と
に
開
聯
し
て
専
攻
科
目
選
定
規
定
を
若
干
改
正
し、

入
學
志
願
者
は
、

入
學
願
出
の
際
そ
の
志
望
す
る
専
攻
科
目
を
届
出
さ
せ
、
志

望
者
の
敷
が
科
目
の
定
員
に
超
過
の
場
合
は
選
抜
試
瞼
の
成
績
順
に
収
容
す

せ
、
志
望
者
の
敷
が
科
目
定
員
を
超
過
し
た
場
合
に
は
第
一
學
年
の
學
年
試
験

の
成
績
順
に
収
容
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
年
間
は
そ
の
學
科
共
通
の
普
通
講
義
を
聴
ぎ
、

め
て
専
攻
を
定
め
る
と
い
う
の
は
文
學
部
の
本
来
の
特
色
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
時
文
學
科
だ
け
は
右
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
は

る。

（
二
）
哲
學
科
・
史
學
科
は
志
望
専
攻
科
目
を
第
一
學
年
の
終
に
届
出
さ

計

八
五
名

言

語

學

二
名

梵

語

學

梵

文

學

二
名

野上部長

佛

蘭

西

文

涸

逸

文

學學

1
0名

一
五
名

英 支
那
語
學
支
那
文
學學

文

二
五
名

五
名

國

語

學

圏

文

學

二
、
文
學
科
尊
攻
科
目
の
定
員
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
改
め
る
。

義
は
そ
の
―
つ
を
選
揮
履
修
せ

し
め
る
こ
と
に
す
る
。

學

部

の

歴

史

一
、
哲
學
科
正
科
目
の

r
ち
に
佛
教
學
を
加
え
、

二
五
名

印
度
哲
學
史
・
佛
教
學
以
外
の
科
日
を
専
攻
す
る
者
に
は
該
二
科
目
の
普
通
講

（
一
）
文
學
科
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同
學
科
で
は
語
學
の
性
質
上
入
學
常
初
か
ら
専
攻
を
決
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
不
自
然
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
方
が
高
度
の
教
育

を
授
け
得
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

七
年
三
月
に
は
専
攻
科
目
の
改
正
を
行
な
い
、
史
學
科
正
科
日
の
う
ち
か
ら
支
那
史
•
最
近
世
史
を
削
除
し
、
文
學
科
の
止
科
目
で

は
國
語
學
と
國
文
學
と
を
合
し
て
闊
語
學
潤
文
學
と
し
、
ま
た
追
加
と
し
て
史
學
科
の
史
學
研
究
法
、
文
學
科
の
文
學
概
論
は
瑯
攻
科

目
か
ら
除
く
こ
と
も
規
定
し
た
。
史
學
研
究
法
・
文
學
概
論
は
従
来
も
専
攻
科
目
か
ら
除
か
れ
て
は
い
た
が
成
文
と
し
て
記
さ
れ
た
の

は
こ
の
と
き
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

學
生
の
敷
に
つ
い
て
は
大
正
末
に
急
速
に
増
加
し
た
こ
と
は
前
項
に
述
べ
た
が
、

多
く
、
閻
語
學
國
文
學
な
ど
は
二
年
以
後
、

史
學
科
で
は
四
年
以
後
ほ
と
ん
ど
毎
年
入
學
試
験
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
有
椋
で
あ
っ

た
。
し
か
し
哲
學
科
は
ま
だ
定
具
に
満
つ
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
第
二
次
募
集
が
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
こ
の
趨
勢
に
到
應
し
、
八
年

に
入
學
定
員
は
哲
學
科
を
八
十
五
名
か
ら
七
十
五
名
に
減
じ
、
史
學
科
を
四
十
名
か
ら
五
十
名
に
壻
加
し
た
。
穂
饒
に
見
る
と
、
こ
の

期
に
は
卒
業
生
は
毎
年
百
敷
十
名
か
ら
二
百
名
に
及
び
、

過
し
た
。

わ
れ
ず
、

と
く
に
史
學
科
・
文
學
科
の
一
部
に
は
志
願
者
が

入
學
生
は
二
百
敷
十
名
か
ら
三
百
名
に
及
ん
で
常
に
定
員
の
二
百
十
名
を
超

し
か
し
七
年
か
ら
は
託
等
學
校
の
収
容
人
員
を
減
少
さ
せ
た
の
で
、
十
年
か
ら
久
學
部
で
は
し
ば
ら
く
の
間
入
學
試
験
は
行

い
わ
ば
こ
の
時
代
の
中
期
が
學
生
の
敷
の
上
か
ら
は
最
高
限
度
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

講
座
の
増
設
と
學
生
定
員
の
増
加
に
封
し
て
は
、
施
設
の
方
も
撒
大
整
備
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
大
正
時
代
に
史
學
科
の
陳
列
館
、
哲

學
科
・
文
學
科
研
究
室
の
建
築
が
断
績
的
に
行
わ
れ
た
が
、
昭
和
の
第
一
期
に
は
い
ず
れ
も
そ
の
建
設
は
完
成
を
見
た
。
す
な
わ
ち
陳

列
館
は
四
年
四
月
に
第
四
期
工
事
と
し
て
北
邊
の
壻
築
が
開
始
さ
れ
、
同
年
十
二
月
に
完
成
、
中
庭
を
も
つ
現
在
の
規
模
の
陳
列
館
と

な
っ
た
。
新
た
に
建
設
さ
れ
た
部
分
に
は
階
上
に
地
理
學
研
究
室
、
階
下
に
考
古
學
陳
列
室
が
移
っ
た
が
、
蔵
書
・
標
本
の
類
は
激
培

し
學
生
の
敷
も
ま
す
ま
す
妍
加
し
た
の
で
、
昭
和
七
年
末
に
は
陳
列
館
北
側
に
木
造
平
屋
の
史
學
科
第
一
教
室
を
建
築
し
た

U

ま
た
こ
の
第
一
教
室
の
西
側
に
は
窯
飢
室
が
設
備
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
大
正
十
一
年
陳
列
餡
地
下
室
に
創
設
さ
れ
て
か
ら
閻
曹
館
書



學
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歴

史

第 敬 室 （左方）

こ
れ
も
近
い
将
末
に
は
東
教
室
の
増
築
と
と
も
に
姿
を
消
す
迎
命
に
あ
る
。

一
方
哲
學
科
文
學
科
の
設
備
は
そ
の
後
も
ま
す
ま
す
狭
臨
と
な
っ
た
の
で
十
年
三
月
に
は
本
館
の
東
側
を
姻
築
し、

階
上

・
階
下
は

と
も
に
大
骸
教
官
祈
究
室
に
営
て
た
。
同
年
十
月
に
は
さ
ら
に
南
側
の
増
築
に
と
り
か
か
り
、
十
一
年
十
月
に
は
工
事
を
終
え、

に
A

、
の
プ
ロ
ッ
ク
は
前
後
十
二
年
を
費
し
て
漸
く
完
成
し
た。

い
ま
文
學
部
中
央
教
室

C
通
稲
本
館
）
と
稲
さ
れ
る
建
物
が
こ
れ
で
あ

る
が
、
學
部
長
室
、
教
官
室
、
教
官
研
究
室
、
事
務
室
、

會
議
室
、
囮
書
購
入
整
理
係
室
｀
哲
學
科
と
文
學
科
の
書
庫
、
）

閲
覧
室
お
よ

さ
ら
に
十
年
十
一
月
に
は
本
館
の
東
側
に
三
階
建
鐵
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
東
教
室

の
工
事
に
着
手
し、

翌
十

一
年
九
月
に
至

っ
て
第
一
期
工
事
を
終
え
、

一
階
を
教

室

・
演
習
室
、
二
階

・
三
階
を
教
官
栢
究
室
に
常
て
た
。
従
来
の
事
務
宰
教
室
な
ど

の
あ
っ
た
木
造
建
築
お
よ
び
そ
の
東
側
に
あ
っ
た
教
官
研
究
室
は
右
の
改
築
の
進
行

と
と
も
に
取
り
製
さ
れ
、
現
在
で
は
古
く
か
ら
文
學
部
に
残
っ
て
い
る
木
造
建
物
は

昭
和
八
年
に
増
築
さ
れ
た
心
理
學
寅
瞼
室
の
み
で
あ
る
。
も
っ
と
も
大
識
義
室
の
必

要
上
東
教
室
の
東
側
に
法
鰹
の
布
教
室
を
移
し
て
第

一
教
室
と

し
て
再
碑
し
た
が
、

な
お
文
學
部
に
閥
聯
あ
る
こ
と
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
、
昭
和
四

年
四
月
に
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所
が
外
務
省
封
支
文
化
事
業
部
の
手
に
よ
っ
て

開
設
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
初
代
所
長
は
狩
野
直
喜
名
巻
教
授
で
、
最
初
は
陳
列
館

内
に
そ
の
事
柄
を
開
始
し
、
五
年
十

一
月
に
北
白
川
小
倉
町
に
典
雅
な
建
物
を
完
成

し
て
こ
れ
に
移
っ
た
。
事
業
は
中
國
文
化
の
栢
究
を
目
的
と
し
、
そ
の
所
員
に
は
本

び
三
教
室
が
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
。

庫
西
部

（大
正
十
二
年
）
陳
列
館
北
西
角

（大
正
十
四
年
）
と
轄
轄
し、

つ
い
に
こ
こ
に
落
着
い
た
も
の
で
あ
る
。

ニ
四

つ
い



昭

和

第

一

期

學
部
の
教
官
お
よ
び
卒
業
生
が
多
く
、

優
れ
た
業
績
を
そ
の
後
紹
紹
墨
界
に
送
っ

た
。
戦
後
本
學
の
人
文
科
學
茄
究
所
に
合
併
さ
れ
、
そ
の
東
方
部
を
構
成
し
た
が
、

本
學
部
と
は
軒
究
・
教
育
の
面
に
お
い
て
現
在
に
至
る
ま
で
密
接
な
開
係
を
保
つ
て

さ
て
こ
の
期
に
文
學
部
を
訪
れ
た
名
士
は
多
多
あ
る
が
、
最
初
に
皇
族
の
入
學
の

こ
と
を
皐
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和
六
年
四
月
に
久
渥
宮
邦
英
王
は
文
學
部
の

史
學
科
に
入
學
さ
れ
た
が
、
太
學
と
し
て
は
皇
族
の
入
學
は
こ
れ
を
以
て
喘
矢
と
す

る
。
邦
英
王
は
入
學
後
間
も
な
く
臣
籍
に
降
下
、
東
伏
見
伯
爵
と
な
ら
れ
た
が
、
國

つ
い
で
大
學
院
に
在
籍
さ
れ
た
。

王
の
入
學
後
間
も
な
く
五
月
十
九
日
に
東
伏
見
宮
妃
殿
下
が
本
學
へ
成
ら
れ
、
陳

列
館
を
巡
覧
、
九
年
四
月
二
十
七
日
に
も
再
び
来
學
、
心
理
學
教
室
お
よ
び
陳
列
館

を
巡
宣
さ
れ
た
。

十
年
五
月
十
一
日
に
は
久
菌
宮
大
妃
殿
下
も
束
學
さ
れ
、

外
國
の
碩
學
も
こ
の
期
に
ほ
敷
多
く
文
學
部
を
訪
問
し
あ
る
い
は
學
術
講
演
を
行
な
い
、
あ
る
い
は
教
官
た
ち
と
歓
談
を
交
え
て
い

る
。
昭
和
三
年
五
月
二
十
八
目
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
図
際
平
和
財
圏
に
よ
る
日
米
交
換
教
授
と
し
て
祇
逍
さ
れ
た

ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
學
敦
授
モ
ン
テ
ー
ギ
ュ
博
士

M
o
n
t
a
g
u
e
は
「
認
識
の
仕
方
」
と
題
し
て
新
賓
在
論
に
つ
い
て
説
い
た
。
四
年
五
月
二
十
日
に
は

フ
ラ
ン
ス
の
コ
レ
ー
ジ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
教
授
マ
ス
ペ
ロ
博
士

心
理
學

二
五

Henri M
a
s
p
e
r
o
が
「
支
那
文
明
の
初
期
」
と
い
う
題
で
中
闊

年
に
は
秩
父
宮
痙
仁
親
王
が
末
學
さ
れ
、
や
は
り
陳
列
館
な
ど
を
巡
覧
さ
れ
て
い

る。 教
室
・
陳
列
誼
を
御
覧
に
な
う
た
が
、

J

れ
は
非
公
式
の
御
成
り
で
あ
っ
た
。
十

史
専
攻
生
と
し
て
昭
和
九
年
に
卒
業
、

い
る
。

心理學宜験室



ビニョン博士夫妻を中心に

學

部

の

歴

史

は
東
京
日
佛
會
館
長
で
高
名
の
チ
ベ
ッ
ト
學
者
で
あ
る
ア
ッ
カ
ン
隠
士

じ
た
。
つ
い
で
五
年
四
月
十
六
、
十
七
日
に
は
中
央
ア
ジ
ア
探
検
で
有
名
な
ス
タ

民
族
の
原
始
届
住
地
を
黄
河
下
流
の
平
原
に
比
定
す
る
説
を
講
演
し
、

同
じ
く
十
一
月
六
‘

七
雨
日
に
わ
た
つ
て
ほ
大
英
博
物
館
の
東

洋
美
術
部
長
で
詩
人
で
も
あ
る
ビ
ニ
ョ
ン
博
士

L
a
u
r
g
c
e
B
y
n
i
o
n
が

「
ブ
レ

ー
ク
と
ロ
ー

ラ
ン
ド
リ
ン
」

「タ

ー
ナ
ー
と
コ
ン
ス

テ
ー
プ
ル
」
と
題
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
十
八
、
九
世
紀
の
四
大
藝
術
家
に
つ
い
て
論

イ
ン
卿

A
u
r
e
l
Stein
が
束
學
し．

學
部
の
東
洋
學
閥
係
の
教
官
ら
と
交
歓
し

た
。
同
じ
く
十
一
月
八
日
に
は
天
津
北
圃
博
物
院
の
地
質
栢
究
所
長
で
中
國
考
古

學
の
樵
威
で
あ
る
リ
サ
ソ
師

E
m
i
l
e
L
i
c
e
n
 t
が
来
り
、

そ
の
時
ち
ょ
う
ど
本
學

で
開
催
中
の
東
亜
考
古
學
會
第
四
回
網
會
に
臨
み
「
支
那
の
菩
石
器
時
代
」
と
題

す
る
講
演
を
行
な
っ
た
。
六
年
二
月
五
日
に

は
文
學
部
特
別
謂
演
と

し
て
、
前
述

の
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
園
派
遣
の
ア
メ
リ
カ、

カ
ル
ト
ン
大
學
教
授
ダ
ニ
ウ
ェ
イ
博
士

C
l
y
d
e
 A
•
D
u
n
i
w
a
y
の
「
ア
メ
リ
カ
外
交
の
性
格
」
が
催
さ
れ
た

。

七
年
六
月
に

J
o
s
e
p
h
 

H
a
c
k
i
n
お
よ
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
學
教
授
で
質
験
心
理
學
の
椛
威
で
あ
る
ス

ト
プ
ト
ソ
博
士

G
e
o
r
g
e

M
.
 
Stratton
が
来
學
、
前
者
は
十
四
、
十
五
雨
日

に
わ
た
り
「
バ
ー
ミ
ヤ
ン
の
佛
教
藝
僻
と
そ
の
中
央
亜
細
亜
と
の
開
係
」
を
論
じ

後
者
は
二
十
八
日
に
「
感
情
は
有
用
な
り
や
」
に
つ
い
て
感
怖
生
活
の
重
揆
性
を

力
説
し
た
。
十
年
六
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
の
中
央
ア

ジ
ア
史
の
大
家
ペ
リ
オ
博
士

P
a
u
l
Pelliot
が
来
學
し
、
交
遊
の
深
い
文
學
部
の
諸

敬
授
と
親
し
く
散
談
し
た
。
十
二
年
一
月
に
は
日
伊
交
換
教
授
と
し
て
イ
タ
リ
ア
學
士
院
會
員
の
ト
ゥ
ッ
チ
博
士

G
i
u
s
e
p
p
e
T
u
c
c
i
 

が
入
洛
し
た
が
、
著
名
の
チ
ベ
ッ
ト
學
者
で
あ
る
氏
は
本
學
で
は
同
月
二
十
日
に
特
殊
講
演
と
し
て
「
西
部
チ
ベ
ッ
ト
ノ
佛
教
寺
院
ニ

二
六
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昭

和

第

一

期

て
本
學
部
と
の
隅
係
は
一
居
親
密
な
も
の
と
な
っ
た
。

就
イ
テ
」
を
本
學
部
で
行
な
い
、
幻
盟
を
使
用
し
て
豊
宮
な
自
ら
の
探
検
成
果
を
紹
介
し
に
。
ち
な
み
に
一
般
講
演
と
し
て
は
翌
二
十

一
日
に
「
近
世
伊
太
利
卜
其
ノ
文
化
」
と
題
し
て
映
罰
を
利
用
し
近
世
イ
タ
リ
ア
文
化
の
生
成
と
そ
の
事
寅
を
解
説
し
た
。
同
年
四
月

末
に
は
ベ
ル
リ
ン
大
學
の
シ
ュ
プ
ラ
ン
ガ
ー
教
授

E
d
u
a
r
d
S
p
r
a
n
g
e
r
が
来
學
し
た
が
、
四
月
二
十
三
日
に
は

"
D
i
e
M
o
r
a
l
w
i
s
,
 

s
e
n
s
c
h
a
f
t
 u
n
d
 die 
E
t
h
i
k
"
同
二
十
四
日
に
は

6
;
S
i
n
n
d
e
u
t
u
n
g
d
e
r
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
"

同
三
十
日
に
は
"
E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
,
 

s
p
s
y
c
h
o
l
o
g
i
e
 u
n
d
 P
a
d
a
g
o
g
i
k
 "
と
題
し
て
本
學
部
で
講
涼
し
た
が
、
哲
學
者
で
も
あ
り
、
教
育
學
者
で
も
あ
る
氏
の
翌
店
な
學

殖
は
馳
講
者
に
多
大
の
示
唆
を
興
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
氏
は
つ
づ
い
て
五
月
三
日
に
も
「
文
化
形
態
學
の
諸
問
題
」
を
一
般
的

な
講
演
と
し
て
行
な
い
、
常
時
ド
イ
ツ
に
起
っ
た
新
し
い
學
問
の
疲
展
の
姿
を
紹
介
し
た
。

二
七

ま
た
こ
れ
ら
と
闘
聯
し
て
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
昭
和
五
年
三
月
に
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
大
學
と
本
學
と
の
間
に
成
立
し
た
學
生
交

徒
が
相
前
後
し
て
来
學
し
た
が
、

換
の
約
束
で
あ
る
。
本
學
と
し
て
は
文
學
部
か
ら
獨
文
の
卒
業
生
二
名
を
祇
遣
し
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
か
ら
も
地
理
學
．
腔
育
の
少
牡
學

以
後
相
互
に
一
人
ず
つ
二
か
年
の
期
限
で
交
換
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
と
に
七
年
三
月
に
は

長
ら
く
本
學
で
ド
イ
ッ
文
學
を
諧
じ
て
い
た
ユ
ー
バ
ー
シ
ャ
ー
ル
博
士
が
饉
國
し
、
ラ
イ
。
フ
チ
ッ
ヒ
大
學
日
本
學
の
教
授
に
任
ぜ
ら
れ

ま
た
こ
の
期
の
重
要
な
事
柄
と
し
て
は
、
文
學
部
の
同
窓
會
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
を
溺
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
す
で
に
各
地
に
お
い

て
本
學
部
の
卒
業
生
の
間
に
は
親
睦
の
圏
骰
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
次
第
に
そ
れ
が
統
一
の
機
迎
に
向
い
、
昭
和
八
年
四
月
全
卒

業
生
に
よ
る
京
大
倶
楽
部
が
結
成
さ
れ
た
。
そ
の
後
績
績
各
地
に
地
方
支
部
が
組
緞
さ
れ
、
昭
和
十
年
に
は
そ
の
敷
は
二
十
七
に
及
び

卒
業
生
相
互
、
母
校
と
の
間
の
協
同
、
親
睦
に
力
強
い
支
援
を
送
る
存
在
と
な
っ
た
。
そ
の
成
立
が
機
緑
と
な
っ
て
九
年
十
一
月
に
は

各
科
蔚
究
會
第
二
凹
聯
合
會
と
し
て
二
十
三
、
四
、
五
の
三
日
間
に
わ
た
り
、
京
邸
哲
學
會
、
史
學
軒
究
會
、
讀
史
會
、
地
迎
學
談
話

會
、
京
都
國
文
學
會
、
日
本
英
文
學
會
、
内
藤
悼
士
追
悼
講
演
會
な
ど
が
開
か
れ
、
ま
た
同
時
に
京
大
倶
楽
部
第
一
回
穂
會
お
よ
び
懇

親
會
が
開
か
れ
た
。



催
さ
れ
て
い
る
。

四

昭

和

第

學

蔀

の

歴

史

西田部長

期

つ
い
に
そ

な
お
文
學
部
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
ぎ
な
い
の
は
昭
和
十
年
十
一
月
に
創
立
三
十
周
年
の
祝
賀
式
と
記
念
詣
演
會
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
同
月
二
十
三
日
に
は
祝
賀
式
が
翠
げ
ら
れ
、
野
上
部
長
の
桧
拶
に
つ
い
で
佑
教
官
と
し
て
谷
本
博
士
、
教
官

と
し
て
濱
田
博
士
の
回
顧
談
が
あ
り
、
終
つ
て
除
興
と

し
て
文
癸
の
人
形
淫
痢
璃
の
卜
演
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
と
翌
二
十
四
日
に
は
遺

品
な
ど
を
陳
列
し
た
物
故
教
官
追
憶
展
が
あ
り
、
稀
製
害
の
展
示
、
教
室
開
放
も
行
わ
れ
た
。
國
史
教
室
で
は
尾
張
箕
賑
寺
の
闊
宝
典

箱
、
古
文
書
の
特
別
展
観
が
あ
り
、
記
念
出
版
と
し
て
は
「
史
記
孝
梨
本
紀
第
十

一
」

「
尼
諭
本
萬
葉
集
往
第
十
六
」
の
複
製
と
「
京

都
帝
國
大
學
文
學
部
一
二
十
周
年
史
」
の
編
纂
刊
行
が
行
わ
れ
た
。
學
會
と
し
て
は
酎
日
に
京
邸
哲
學
會
、
國
文
學
魯
、
史
學
軒
究
酋
、

地
刑
學
談
話
會
、
西
洋
史
讀
書
奮
、
讀
史
會
、

イ
タ
リ
ア
會
な
ど
の
大
會
が
開
か
れ
、
な
お
京
大
倶
楽
部
網
會
、
晩
餐
會
が
華
や
か
に

昭
和
時
代
の
第
二
期
は
十
一一
年
年
か
ら
二
十
年
の
今
次
大
戦
の
終
末
主
で
で
あ
る
。

す
で
に
十

一
年
に
シ

ナ
事
麦
が
起
り
、
日
本
の
大
陸
政
策
は
華
北
に
主
で
そ
の
戦
場

を
摘
げ
た
が
、

十
六
年
に
は
米
英
か
敵
と
す
る
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
‘

れ
は
二
十
年
の
日
本
の
敗
戦
で
終
末
を
告
げ
た
。
昭
和
六
年
に
始
ま
っ
た
満
洲
事
髪

の
影
響
は
ジ
ナ
事
髪
、
太
平
洋
戦
争
を
通
じ
て
國
家
主
義
を
ま
す
ま
す
高
揚
せ
し
め

こ
ミ
、

f
ヵ

そ
れ
に
つ
れ
て
文
學
部
の
勅
官
・
學
生
で
大
陸
に
硯
察
旅
行
を
試
み
る
も
の

が
多
く
、

シ
ナ
事
愛
以
後
は
時
に
そ
れ
は
頻
繁
の
度
を
加
え
た
。

嘗
然
そ

の
こ
と
は

ニ
八
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二
九

國
家
の
発
展
、
前
途
に
間
し
て
教
官
學
生
の
疲
言
す
る
機
會
を
多
く
し
、
熱
烈
な
園

家
主
義
者
を
學
部
か
ら
も
若
千
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
戦
局
の
苛
烈
化
は

紐
涜
生
活
の
困
難
を
押
し
進
め
、
教
官
・
學
生
．で
健
康
を
害
す
る
も
の
が
績
出
し
た

こ
れ
は
勿
論
一
文
學
部
の
み
の
現
象
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
結
果
と
し
て
こ
の

期
の
學
部
の
歴
史
は
表
面
的
に
は
装
展
と
い
う
べ
き
も
の
は
な
く
、
従
来
の
博
統
と

組
織
を
維
持
す
る
の
に
努
力
が
傾
け
ら
れ
た
と
い
つ
て
よ
い
。
學
部
長
は
昭
和
十
一

年
十
月
に
野
上
教
授
の
後
を
う
け
て
小
島
教
授
が
任
に
常
り
、
十
三
午
十
一
月
に
は

西
田
教
授
が
こ
れ
に
代
っ
た
。
十
五
年
十
一
月
か
ら
十
七
年
十
一
月
ま
で
は
成
瀬
教

授
が
後
か
つ
ぎ
、
二
十
一
年
十
二
月
ま
で
は
落
合
教
授
が
就
任
し
た
が
、
落
合
骰
授

は
終
載
前
後
を
通
じ
て
も
っ
と
も
困
難
な
と
き
に
任
に
嘗
り
、
學
部
行
政
の
遂
行
に

精
根
を
領
け
た
。

前
期
の
項
で
十
三
年
に
濱
田
穂
長
が
逝
去
し
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
た
が
、
同
年

の
十
一
月
に
は
本
學
部
の
吼
田
教
授
が
選
ば
れ
て
穂
長
に
就
任
し
た
。
文
學
部
と
し

て
は
穂
長
を
出
し
た
の
は
こ
れ
で
二
人
目
で
あ
る
が
、
吼
田
網
長
は
明
敏
な
頭
脳
と

俊
れ
た
行
政
手
腕
に
よ
っ
て
戦
時
下
の
大
學
の
施
設
撒
充
と
博
統
維
持
に
力
を
壺
し
た
。
濱
田
練
長
が
逝
去
し
、
吼
田
認
長
が
選
畢
さ

れ
る
ま
で
の
間
に

は、

大
學
自
治
の
歴
史
の
上
で
注
目
す
べ
き

―
つ
の
事
件
が
あ
る
。

こ
と
は
文
學
部
の
み
で
な
く
、
大
學
全
盟
に
閥

聯
し
た
重
要
問
題
で
あ
る
の
で
こ
こ
に
一
言
獨
れ
て
お
こ
う
。

十
三
年
七
月
二
十
八
日
、

荒
木
貞
夫
文
部
大
臣
は
六
帝
大
の
穂
長
を
東
京
に
召
集
し
、
従
来
帝
國
大
學
に
お
い
て
練
長
の
任
命
の
際

に
施
行
し
た
選
翠
投
票
は
天
皇
の
官
吏
任
免
櫂
を
拘
束
す
る
の
み
で
な
く
、
大
學
に
お
け
る
各
種
の
弊
害
の
根
本
を
な
す
と
考
え
ら
れ

4

、、力



い
も
の
と
な
っ
た
。

學

部

の

歴

史

る
か
ら
、
大
學
側
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
迦
嘗
な
改
正
方
法
を
答
申
し
て
欲
し
い
と
述
べ
た
。
し
か
し
て
後
に
學
部
長
、
教
授
、
助
教
授

の
候
補
者
推
薦
の
場
合
を
も
併
せ
考
慮
す
る
こ
と
が
追
加
し
て
要
望
さ
れ
た
。

本
學
に
お
い
て
は
七
月
末
に
特
別
委
員
會
を
設
け
京
大
と
し
て
の
成
案
を
作
製
し
、
九
月
十
七
日
東
大
と
の
辿
絡
會
議
を
開
き
、
東

大
案
を
第
一
案
、
京
大
案
を
第
二
案
と
し
て
文
部
省
と
交
渉
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
他
の
四
帝
大
も
こ
れ
に
同
調
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
の
と
き
の
京
大
側
の
連
絡
委
共
は
本
學
部
の
小
島
教
授
、
法
學
部
長
の
宮
本
教
授
お
よ
び
中
村
書
記
官
で
あ
る
。

十
月
二
日
に
六
帝
大
辿
絡
會
議
が
開
か
れ
、
東
大
案
を
骨
子
と
す
る
改
正
案
を
検
討
し
こ
れ
を
可
決
し
、
翌
日
文
部
営
局
に
提
示
し

た
。
し
か
し
文
部
賞
局
は
こ
の
案
に
難
色
を
示
し
結
局
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
そ
こ
で
、
同
十
四
日
さ
ら
に
京
大
案
を
骨
子
と
す
る
改
正

案
を
作
製
し
、
十
八
日
六
帝
大
認
長
は
常
局
と
會
見
、
意
見
の
一
致
を
見
る
に
至
っ
た
。
こ
の
間
東
大
と
他
の
五
帝
大
と
の
問
に
若
干

の
意
見
の
阻
隠
を
来
し
、
東
大
は
獨
自
の
案
を
提
出
し
た
が
、
他
日
東
大
と
常
局
と
の
折
衝
に
よ
っ
て
賓
質
的
に
は
五
帝
大
と
菱
ら
な

授
の
綿
窓
に
依
つ
て
総
長
を
推
胞
し
、

さ
て
六
帝
大
と
文
部
霜
局
と
の
敷
度
の
會
談
の
結
果
、
従
来
の
推
薦
方
法
が
天
皇
の
大
灌
を
拘
束
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
大
學
教

ま
た
各
學
部
教
授
會
の
揺
見
に
基
い
て
學
部
長
、
数
授
、
助
教
授
を
推
薦
し
、
文
部
大
臣
は
か

く
し
て
示
さ
れ
た
大
學
の
網
慈
を
尊
翫
し
て
任
命
を
取
り
運
ぶ
こ
と
が
、
大
學
の
人
事
と
し
て
は
適
営
で
あ
る
こ
と
が
文
部
常
局
に
理

解
せ
ら
れ
た
。
た
だ
文
部
霜
局
と
し
て
は
官
吏
任
命
の
前
提
條
件
と
し
て
の
選
堺
、
な
ら
び
に
大
學
教
授
の
無
記
名
方
式
に
よ
る
意
志

表
示
と
い
う
二
貼
に
難
色
を
示
し
、
こ
の
貼
を
阻
酌
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
に
改
め
て
決
定
さ
れ
た
。

網
長
が
後
任
候
補
者
を
錠
衡
す
る
に
は
全
教
授
の
意
見
を
徴
し
て
之
を
文
部
大
臣
に
推
瓶
す
る
。
學
部
長
が
後
任
學
部
長
お
よ
び
教

授
・
助
教
授
を
、
絶
長
を
経
て
文
部
大
臣
に
推
薦
す
る
場
合
に
は
教
授
貧
の
意
見
を
徴
L
て
こ
れ
を
行
な
う
。
雨
者
と
も
に
教
授
の

答
中
は
署
名
せ
る
文
書
そ
の
他
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
に
依
る
べ
巻
こ
と
と
す
る
。

以
上
の
う
ち
「
そ
の
他
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
」
の
具
證
的
方
式
は
各
大
學
に
お
い
ャ
適
宜
定
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
京
大

゜
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第一敦室（左）と演習室

で
は
こ
の
間
題
落
着
後
直
ち
に
執
行
し
た
紹
長
候
補
者
詮
衡
に
際
し
、
教
授
の
答
申
の
方
式
と
し
て
従
来
の
選
拳
投
票
と
ほ
と
ん
ど
同

じ
方
式
を
取
り
、
た
だ
答
申
用
紙
に
番
披
を
附
し
て
間
接
に
答
申
書
を
知
り
得
る
よ
う
に
L
た
が
、
そ
の
答
申
書
は
絵
衡
終
了
と
と
も

に
燒
却
し
、
記
名
方
式
に
伴
な
う
弊
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
間
本
學
委
員

と
し
て
超
園
家
主
義
者
の
主
張
と
戦
C

た
小
島
教
授
の
心
労
は
並
大
抵
の
も
の
で

な
か
っ
た
。
笏
田
穂
長
は
十
七
年
に
再
選
さ
れ
二
十
年
の
戦
争
の
終
末
ま
で
そ
の

職
に
あ
り
同
年
十
一
月
僻
載
し
た
が
、
敗
戦
後
全
図
帝
大
純
長
の
う
ち
で
最
も
早

く
そ
の
地
位
を
去
っ
た
と
こ
ろ
に
出
所
進
退
の
巌
正
な
博
士
の
風
格
が
よ
く
表
わ

講
座
に
つ

い
て
は
こ
の
期
に
は
十
五
年
十
二
月
に
伊
太
利
語
學
伊
太
利
文
學
講

座
が
設
置
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ

ア
祈
究
の
講
座
が
開
設
さ
れ
た
の
は

全
國
大
學
中
本
學
の
み
で
、
現
在
に
王
る
ま
で
他
の
い
か
な
る
大
學
に
も
見
ら
れ

建
物
に
つ
い
て
は
戦
時
中
の
物
賽
の
不
自
由
な
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

十
五

年
の
五
月
に
東
教
室
の
東
側
に
木
造
二
階
建
一
棟
が
起
工
さ
れ
、
翌
十
六
年
の
五

月
に
竣
工
し
た
。
こ

れ
は
階
上
・

階
下
と
も
に
ほ
と
ん
ど
全
部
が
演
習
室
に
常
て

ら
れ
、
東
教
室
の

一
階
の
教
室
・
演
習
室
は
心
理
學
賓
瞼
室
そ
の
他
に
縛
用
さ
れ
た
。
し
か
し
一
方
で
は
戦
争
の
進
展
と
と
も
に
空
襲

時
の
危
瞼
を
慮
り
撤
去
さ
れ
た
建
物
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
史
學
科
第
一
教
室
は
木
造
平
屋
で
陳
列
棺
北
側
の
地
に
あ
っ
た
た
め
、
十
九

年
末
っ
い
に
取
彿
い
の
運
命
に
遭
っ
た
。
な
お
寓
慎
室
も
そ
の
と
き
一
緒
に
撤
去
さ
れ
た
か
、

な
い
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
終
戦
後
二
年
程
罷
て
漸
く
本
館

れ
て
い
る
。

羽
田
想
長
は
こ
の
よ
う
に
し
て
選
睾
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、



芦
制
の
制
度
と
し
て
は
最
も
完
備
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

學

部

の

歴

史

の
地
下
室
へ
復
興
再
設
さ
れ
た
。

一
朝
事
の

い
わ
ゆ
る
幕
僚
の
任
務
に

制
皮
に
賜
し
て
は
既
述
の
よ
う
に
、
昭
和
十
二
年
に
日
本
精
肺
史
講
座
が
設
置
さ
れ
た
の
に
伴
な
い
、
翌
十
三
年
に
従
来
の
規
程
に

全
面
的
な
改
正
が
加
え
ら
れ
た
＞
そ
の
要
旨
は
日
本
精
神
史
を
正
科
目
と
し
、
學
生
の
研
究
の
便
の
た
め
、
副
科
目
に
人
類
學
・
イ
タ

リ
ア
語
・
ロ
シ
ア
語
・
中
阪
語
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
な
ど
を
加
え
た
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
大
陸
政
策
と
日
伊
文
化
協
定
の
影
帳
に
よ

つ
て
學
生
の
間
に
も
こ
れ
ら
の
勉
學
に
到
す
る
要
望
が
深
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
固
に
も
本
學
通
則
に
合
致
す
る

よ
う
規
程
の
朋
確
化
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
新
規
程
は
十
六
年
ま
で
若
干
の
改
正
は
あ
っ
た
が
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
施
行
さ
れ
て
、

十
四
年
一
月
に
は
西
洋
古
典
記
學
西
洋
古
典
文
學
が
正
科
目
に
編
入
さ
れ
専
攻
學
生
を
縦
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
規
程
に
は
大
し
た

愛
化
は
な
い
。
前
記
の
伊
太
利
飴
學
伊
太
利
文
學
講
座
の
殷
置
に
賜
し
て
は
翌
十
六
年
に
こ
れ
に
伴
な
っ
て
、
密
接
な
閥
係
を
有
す
る

ス
ペ
イ
ン
語
が
哲
・
史
・
文
各
科
を
通
じ
て
訓
科
目
の
う
ち
に
加
え
ら
れ
た
。

さ
て
十
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
シ
ナ
事
髪
は
、
常
局
の
呼
琥
に
も
似
ず
い
よ
い
よ
戦
線
は
搬
大
し
長
期
化
の
様
相
を
深
め
て
き
た
。
十

五
年
の
九
月
に
は
陸
軍
部
隊
は
佛
印
に
上
陸
し
て
南
方
罷
螢
の
掟
黙
を
糾
側
し
、
ア
メ
リ
カ
と
の
外
交
開
係
は
ま
す
ま
す
急
迫
を
告
げ

て
き
た
。
全
國
的
に
戦
時
骰
制
の
網
が
布
か
れ
、
文
部
省
は
諾
學
校
に
報
國
除
の
結
成
を
命
じ
、
本
學
も
つ
い
に
「
京
都
帝
國
大
學
報

國
除
」
を
組
織
し
、
十
六
年
九
月
一
日
に
こ
れ
を
稜
足
さ
せ
た
。
そ
の
組
織
は
穂
長
が
報
醐
除
除
長
と
し
て
全
除
を
統
李
し
、
そ
の
下

に
除
本
部
を
お
き
、
各
學
部
長
、
配
励
荊
校
、
學
生
主
事
な
ど
十
八
名
が
委
員
と
し
て
企
祖
統
制
を
司
り
、

各
學
部
に
は
學
部
隊
を
お
き
、

常

る

、

學

部

教

官

を

始

め

學

生

、

工

事

補

、

教

練

教

師

等

は

學

部

除

付

と

し

て

各

除

員

の

補

単

に

任

ず

る
、
除
の
編
成
に
つ
い
て
は
七
個
の
學
部
除
と
骸
學
部
除
か
ら
成
り
、
特
別
隊
が
若
千
設
け
ら
れ
る
、
各
除
長
は
網
長
か
ら
任
命
せ
ら

れ
た
學
生
が
こ
れ
に
嘗
る
、

成
さ
れ
た
。

と
い
う
も
の
で
、
文
學
部
除
は
哲
史
文
の
三
學
科
の
學
生
が
そ
れ
ぞ
れ
第
一
•
第
二
•
第
三
の
中
除
に
編

い
わ
ば
大
學
全
陸
が
―
つ
の
軍
除
的
な
組
織
を
持
た
さ
れ
、
學
校
教
練
と
緊
密
な
連
絡
の
も
と
に
訓
練
さ
れ
、
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期
間
さ
え
も
全
く
維
持
で
ぎ
な
い
情
勢
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

一
方
文
部
省
は
入
螢
の
も
の
に
封
し
て
は
、
明
年
九
月
に
卒

起
っ
た
と
き
に
は
命
令
一
下
本
學
の
職
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
防
衛
園
に
配
屡
せ
ら
れ
て
一
定
匿
域
の
防
衛
に
常
る
の
を
目
的
と
し

た
の
で
あ
る
。

十
六
年
十
二
月
八
日
に
は
日
本
は
い
よ
い
よ
米
英
を
敵
と
す
る
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
が
、
羽
田
穂
長
は
全
厚
の
職
員
學
生
を
時

計
豪
下
に
集
め
、
戦
争
に
封
す
る
學
徒
の
心
構
え
に
つ
い
て
告
癖
を
行
な
っ
た
。
公
然
た
る
戦
争
状
態
に
入
っ
て
職
員
學
徒
の
應
召
す

る
も
の
は
相
つ
い
だ
が
、
穂
長
は
寸
暇
を
見
て
は
應
召
學
生
の
求
め
に
應
じ
、
丹
念
に
國
旗
に
激
勘
の
句
を
魯
ぎ
跨
名
を
典
え
た
。
載

争
の
初
期
に
お
い
て
は
既
園
は
人
し
た
麦
貌
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
大
學
が
徹
底
的
に
そ
の
様
相
を
愛
え
た
の
は
十
八
年
十
月
以
後

で
あ
る
。

す
で
に
時
局
の
緊
迫
し
た
状
勢
下
に
生
産
力
・
兵
力
を
妍
強
す
る
た
め
、
學
生
の
修
船
年
限
は
繰
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

十
六
年
九
月
に
は
十
二
月
卒
業
が
決
定
さ
れ
、
同
月
の
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
の
間
に
卒
業
式
を
行
な
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
が
、

同
年
の
十
二
月
に
は
十
七
年
度
の
最
高
學
年
は
さ
ら
に
卒
業
を
繰
り
上
げ
て
九
月
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
以
径
終
戦
ま
で
卒
業

は
九
月
に
行
わ
れ
、
學
生
は
二
年
半
の
教
育
で
戦
時
下
の
祉
會
へ
送
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
十
八
年
以
降
は
こ
の
不
十
分
な

す
な
わ
ち
十
八
年
の
十
月
二
日
陸
軍
省
は
法
文
系
學
生
の
徽
集
延
期
を
停
止
し
て
、
十
月
末
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
徴
兵
板
査
を
行

な
い
、
合
格
の
も
の
は
十
二
月
一
日
に
入
螢
さ
せ
る
こ
と
を
公
示
し
た
。

業
見
込
の
も
の
は
一
應
骰
卒
業
詑
叡
を
渡
し
明
年
九
月
に
至
っ
て
は
じ
め
て
正
式
に
卒
業
を
認
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
い
わ
ゆ
る
學

徒
出
陣
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
本
學
で
は
同
年
十
一
月
二
十
日
に
戯
學
部
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
出
陣
學
徒
壮
行
式
が
畢
行
さ
れ
た
。
現

田
穂
長
は
荘
璽
な
口
謁
で
牡
行
の
解
を
述
べ
、
す
で
に
出
陣
闘
遠
し
た
戦
員
の
人
び
と
の
激
勘
の
辟
な
ど
が
あ
っ
て
、
學
部
ご
と
に
編

成
さ
れ
た
中
除
の
分
列
行
進
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
音
架
部
員
の
伴
奏
で
「
悔
ゆ
か
ば
」
が
齊
唱
さ
れ
、
部
除
は
そ
の
ま
ま
平
安
帥
宮

へ
戦
膀
祈
願
の
参
拝
を
し
た
。
學
徒
出
陣
に
よ
っ
て
法
文
紐
の
學
生
敷
は
激
減
し
た
が
、
在
籍
者
敷
と
歿
留
學
生
の
比
率
は
概
箕
的
で
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の
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史

は
あ
る
が
、
渋
學
部
一
割
九
分
、

た
こ
と
に
な
る
。

J

の
制
度
は
新
進
の
優
秀
な
學
徒
を
多
敷
生
み
出
す
の
に
貢
獣
し
、

二
十

鰹
涜
學
部
・
文
學
部
お
の
お
の
三
割
で
、
官
敷
か
ら
い
え
ば
文
學
部
は
も
っ
と
も
残
留
者
が
多
か
つ

前
期
に
お
け
る
學
生
敷
か
ら
見
れ
ば
文
學
部
は
高
等
學
校
生
徒
の
減
員
の
影
鰐
も
あ
っ
て
入
學
者
は
減
少
し
、
十
七
年
度
の
入
學
試

瞼
か
ら
は
第
二
次
募
集
あ
る
い
は
第
三
次
募
集
ま
で
行
な
っ
て
定
員
の
充
足
に
努
め
た
。
し
か
し
こ
れ
は
文
部
省
の
浪
人
絶
滅
・
人
的

賽
源
玲
強
の
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
り
學
部
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
新
ス
學
の
學
生
も
高
等
學
校
が
一
一
年
に
短
縮
さ

れ
た
た
め
學
力
は
低
く
、

入
學
後
も
物
心
雨
面
と
も
に
十
分
な
勉
學
の
餘
裕
を
持
ち
得
ず
に
學
園
を
離
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

學
徒
動
凪
に
併
せ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
大
學
院
特
別
栢
究
生
の
制
度
が
あ
る
。
従
来
の
大
學
院
に
お
け
る
學
生
の
研

究
は
、
も
つ
ば
ら
本
人
の
自
主
的
研
究
に
委
ね
ら
れ
て
、

そ
の
軒
究
成
果
に
つ
い
て
は
學
部
で
は
十
分
な
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
か
つ

た
。
し
か
し
戦
時
骰
制
の
進
展
は
、
事
賀
問
題
と
し
て
大
學
院
に
新
た
に
優
秀
な
學
生
を
迎
え
る
こ
と
を
困
難
に
し
、

國
全
閥
の
學
術
研
究
の
水
準
に
影
窮
す
る
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
た
。
そ
こ
で
十
八
年
十
月
か
ら
こ
の
制
度
が
開
始
さ
れ
、
本
學
で
は
七
十

九
名
が
そ
の
選
に
常
り
、
こ
れ
ら
の
學
生
は
學
資
を
給
典
さ
れ
、
召
集
を
免
除
さ
れ
て
軒
究
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
學
部
の

軒
究
生
に
は
十
二
名
の
割
嘗
が
あ
っ
た
が
賓
敷
は
九
名
が
決
定
し
、
研
究
期
間
は
前
期
二
年
、
後
期
三
年
と
定
め
ら
れ
て
、
後
期
に
入

る
と
き
に
定
員
は
半
敷
に
削
減
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
妍
究
生
た
ち
が
桁
究
期
問
を
終
了
し
た
の
は
終
戦
後
に
か
か
り
、
戦

時
下
の
制
度
と
し
て
再
椴
討
も
加
え
ら
れ
た
が
、
終
戦
後
の
學
界
の
状
勢
は
こ
の
制
度
を
支
持
し
、
多
少
組
織
や
名
稲
は
麦
C

た
が
、

祐
制
の
學
生
に
適
用
さ
れ
て
存
績
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三
、
四
年
度
か
ら
開
設
さ
れ
た
新
制
大
學
な
ど
へ
の
教
官
の
補
充
に
重
要
な
役
割
を
果
し
ヤ
も
の
で
あ
る
。

學
徒
出
陣
に
よ
っ
て
現
賓
に
在
學
す
る
學
生
の
敷
は
三
分
の
一
以
下
に
減
少
し
た
が
、

乾
っ
た
も
の
と
て
學
間
に
の
み
専
心
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
文
部
省
は
「
學
徒
戦
時
動
負
橙
制
確
立
要
網
」
を
十
八
年
の
六
月
末
に
決
定
し
、
學
業
・
訓
練
・
勤
努
を
一

貫
し
た
綜
合
的
な
練
成
を
行
な
う
と
稲
し
て
、
學
生
の
勤
傍
動
且
り
賓
施
を
各
學
校
に
通
滋
し
た
。
組
織
と
し
て
は
文
部
省
内
に
學
徒

一四

ひ
い
て
は
わ
が



と
と
も
に
東
京
第
二
陸
軍
兵
廠
宇
治
製
造
所
に
十
九
年
七
月
十
五
日
に
出
動
し
、
九
月
十
四
日
ま
で
消
火
用
貯
水
池
の
掘
繋
に
従
事
し

た
。
十
月
九
日
か
ら
十
二
月
二
十
四
日
ま
で
は
第
二
次
、
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宇治製造所への第一次の出動を終えた勤努報國隊

一五

翌
二
十
年
二
月
八
日
か
ら
七
月
十
八
日
ま
で
は
第
三
次
と
出
動
を
重
ね
重
勢

盤
作
業
な
ど
の
重
努
働
に
従
事
し
た
。
こ
の
間
に
別
の
部
隊
は
法
腔
の
學
生

力
堆
張
の
労
務
に
従
事
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
戦
局
の
苛
烈
化
に
よ
り
こ
の
動
員
が
ま
す
ま
す
撰
大
す
る
こ

と
は
営
然
予
想
さ
れ
た
の
で
、
本
學
部
で
は
文
學
部
勤
勢
協
議
會
を
十
九
年

五
月
十
日
に
置
き
、
勤
努
動
員
に
閥
す
る
調
査
、
企
聾
、
賓
践
の
指
導
な
ど

を
虞
理
す
る
こ
と
と
し
た
。
協
酸
會
の
組
織
は
學
部
長
、
教
官
、

事
務
室
員

若
干
名
の
委
員
を
以
て
構
成
さ
れ
學
部
長
が
委
員
長
と
な
っ
た
が
、
果
し
て

こ
の
月
か
ら
残
留
學
生
は
大
規
模
に
工
場
お
よ
び
農
園
に
動
員
さ
れ
、
生
産

同
年
の
五
月
二
十
日
に
は
愛
知
縣
豊
川
の
海
軍
工
廠
に
法
経
の
學
生
と
と

も
に
文
學
部
二
回
生
が
出
動
し
、
こ
れ
は
翌
二
十
年
の
三
月
ま
で
約
一
年
近

法
學
部
學
生
は
法
務
閥
係
、
鰹
演
學

＜
樅
緻
し
た
。
途
中
で
組
織
が
愛
り
、

部
學
生
は
事
務
閥
係
へ
と
廻
さ
れ
た
が
、
文
學
部
學
生
の
み
は
最
後
ま
で
旋

動
し
た
。

動
員
本
部
が
置
か
れ
、
本
學
で
は
穂
長
が
そ
の
通
知
を
う
け
て
勤
労
報
國
除

の
出
動
を
命
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
學
部
長
が
そ
の
人
員
を
整
備
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
十
九
年
の
一
月
に
は
文
學
部
の
學
生
は
滋
賀
縣
野
洲
郡
中
州
村

に
、
同
年
一
二
月
に
は
同
甲
賀
郡
の
岩
根
村
へ
土
地
・
逍
路
の
改
良
作
業
に
出



な
ど
と
い
う
こ
と
は
行
な
い
が
た
い
状
態
で
あ
っ
た
。
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史一
方
二
十
年
の
一
月
六
日
か
ら
三
月
―
―
-
+
．
日
ま
で
経
消
の
學
生
と
と
も
に
三
菱
粛
工
業
京
都
機
器
製
作
所
に
出

動
し
た
部
除
も
あ
る
。
豊
川
工
廠
で
は
問
題
が
多
く
學
生
も
長
く
大
學
を
離
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
の
で
、
木
學
は
三
月
に
つ
い

に
學
生
を
別
上
げ
る
廊
置
を
と
っ
た
。
二
十
年
四
月
の
新
入
生
は
罷
涜
學
部
の
學
生
と
と
も
に
六
月
一
日
滋
賀
縣
高
島
郡
百
瀬
村
に
出

動
し
、
貫
川
内
湖
の
干
拓
作
業
に
従
事
し
た
。
豊
川
や
宇
治
と
異
な
っ
て
空
氣
も
新
鮮
で
食
粗
剃
係
も
窮
屈
で
な
く
、
學
生
の
健
康
に

は
こ
こ
の
作
業
は
比
較
的
無
理
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
作
業
の
惰
ん
だ
後
は
短
歌
俳
句
な
ど
の
集
り
、
源
氏
物
語
の
研
究
會
な
ど
趣

ゃ
な

味
と
教
蓑
を
か
ね
た
會
合
な
ど
も
開
か
れ
た
。
な
お
別
働
除
は
岡
山
縣
勝
田
郡
南
和
氣
村
棚
原
に
あ
る
宇
治
製
造
所
の
分
工
場
に
出
脱

し
た
が
、
出
動
學
生
は
五
名
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
勤
労
動
具
の
學
生
に
到
し
て
は
教
官
も
交
代
で
付
添
と
し
て
出
動
し
、
適
宜
に
時
間
の
餘
裕
を
見
て
講
義
な
ど
を
行
な
う

こ
と
も
申
し
合
わ
さ
れ
て
い
た
。

と
で
あ
っ
た
。

七
月
十
一
日
か
ら
工
場
建
設
に
従
事
し
た
。

し
か
し
賓
際
問
題
と
し
て
は
學
生
の
疲
焼
甚
し
く
、
到
底
こ
れ
は
言
う
べ
く
し
て
行
な
い
が
た
い
こ

一
方
學
内
に
お
け
る
歿
窟
の
教
官
・
職
＂
只
も
日
常
の
職
務
の
み
に
従
事
し
て
安
閑
と
し
て
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
食
糊
自
給
の

た
め
西
部
構
内
に
戯
園
が
設
け
ら
れ
、
二
十
年
六
月
に
は
滋
賀
縣
か
ら
甘
藷
苗
二
五

0
0本
ば
か
り
を
取
寄
せ
、
事
務
閥
係
の
朦
員
は

事
務
の
餘
暇
に
慣
れ
ぬ
手
つ
き
で
整
地
・
罹
漑
・
施
肥
な
ど
の
こ
と
を
行
な
っ
た
。
陳
列
餡
の
周
園
も
こ
の
頃
か
ら
一
面
の
芋
畑
と
な

つ
て
職
且
た
ち
の
食
糧
自
給
に
利
用
さ
れ
た
が
、
十
九
年
末
に
取
り
壊
さ
れ
た
史
學
科
第
一
教
室
の
あ
と
も
同
様
に
芋
畑
と
な
っ
た
。

も
つ
と
も
こ
の
間
で
も
大
學
の
授
業
は
休
止
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。
勤
労
動
具
は
交
代
制
で
出
動
し
た
し
、
教
官
も
交
代
で
付
添

に
出
た
の
で
あ
る
か
ら
、
授
業
に
つ
い
て
は
一
應
時
間
割
の
編
成
は
で
き
て
い
た
。

席
の
期
間
は
長
く
は
な
く
、

中
的
な
勉
學
は
困
難
で
あ
っ
た
。
教
官
も
出
動
の
た
め
や
む
を
得
な
い
休
講
が
多
く
、
完
全
な
講
義
を
行
な
い
、
研
究
の
指
瑞
を
す
る

働
を
搬
績
し
た
が
、

し
か
し
學
生
た
ち
は
交
代
で
鰐
學
し
て
も
そ
の
出

ま
た
彼
等
自
身
に
と
つ
て
何
時
召
集
令
状
が
来
る
か
は
全
く
葉
想
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
結
局
集

つ
い
に
こ
の
た
め
に
十
九
年
十
月
に
學
部
で
は
「
授
業
拉
二
試
問
二
蘭
ス
ル
臨

一六
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考
古
學
資
料
叢
刊
第
一
冊
・
弟
―
―
冊
と
し
て
十
八
年
三
月
に
出
刊
し
た
。

紀元二千六百年記念史學論文集

つ
ぎ
に
學
界
活
動
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

一七

J

の
期
は
す
で
に
戦
時
鵠
制
下
で
あ
っ
た
が
、
學

時
措
置」

を
襲
表
し
て
、
文
學
部
規
程
の一

部
を
適
用
せ
ず
ま
た
若
干
の
髪
更
を
加
え
る
虞
置
を
と
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
輩
位
の

取
褐
に
大
巾
に
制
限
を
撤
康
し
、
従
来
普
通
講
義

•
特
殊
講
義

・

演
習

に
分
れ
そ
の
學
科
の
學
生
の
必
修
と
さ
れ
て
い
た
の
が

適
用
さ

れ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
學
部
に
所
隔
す
る
學
生
は
専
攻
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
専
攻
の
教
官
の
許
可
さ
え
あ
れ
ば
い

ず
れ
の
講
義
も
聴
く
こ
と
が
で
ぎ
、

ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
試
問
を
受
け
鼠
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、

常
時
の
事

情
に
應
じ
た
萬
や
む
を
得
な

い
慮
置
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
前
に
も
違
べ
た
よ
う
に
學
生
は
出

席
す
る
時
間
が
制
限
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
一
方
卒
業
を
急
が
さ
れ
る
立
場
に
あ
っ
ヤ
か
ら
、
自

己
の
條
件
か
ら
し
て
出
席
し
や
す
い
諧
義
を
選
探
し
、
と
も
か
く
一
應
輩
位
を
取
得
で
ぎ
れ
ば

卒
業
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
論
文
試
間
に
開
し
て
は
「
専
攻
科
目

ノ
範
園

ニ
闘
ス
ル
論
題
ニ
ッ
キ
コ
レ
ヲ
行
フ
」
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
貼
は
従
来
と
全
く
同
じ
く
愛
更
は

部
の
學
界
活
動
は
決
し
て
停
滞
し
て
い
ず
、
む
し
ろ
あ
る
意
味
で
は
極
め
て
活
薇
で
あ
っ
た
と

い
い
得
る
。
多
く
の
教
官
が
大
陸
や
南
方
に
視
察
、
祈
究
に
出
張
し
優
れ
た
報
告
を
疫
表
し
た
。

い
ま
こ
れ
を
學
部
の
出
版
物
に
つ
い
て
見
る
と
、
梅
原
教
授
、
小
林
助
手
の
「
筑
前
國
嘉
穂
郡

王
塚
装
飾
古
墳
」
を
載
せ
た
文
學
部
考
古
學
軒
究
報
告
第
十
五
冊
は
十
五
年
三
月
に
出
さ
れ
、

同
報
告
は
つ
い
で
十
八
年
三
月
に
考
古
學
教
室
の
末
永
、
小
林
、
藤
岡
―
――
氏
の
「
大
和
痺
古
蒲
生
式
遺
跡
の
軒
究
」
を
第
十
六
冊
と
し

て
出
版
し
た
。
さ
ら
に
梅
原
教
授
は
本
學
部
所
蔵
の
漢
三
閾
六
朝
の
紀
年
鏡
お
よ
び
嘆
代
紀
年
銘
の
あ
る
漆
器
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

前
期
か
ら
ひ
き
つ
づ
い
た
兼
印
芭
紗
本
（
文
選
集
注
）
は
第
九
集
・
第
十
集
を
十
七
年
六
月
に
出
版
し
て
い
る
。
地
理
學
教
室
の
祈



昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
日
本
の
敗
戦
を
以
て
太
平
洋
戦
争
は
終
結
し
た
。
敵
の
連
合
軍
は
日
本
を
軍
事
占
領
し
た
が
、

は
ア
メ
リ
カ
軍
で
あ
り
、
占
領
政
策
遂
行
の
最
大
の
責
任
者
も
従
っ
て
ア
メ
リ
カ
政
府
で
あ
っ
た
。
藷
来
の
天
皇
制
的
諸
罷
制
は
解
臆

五

教
授
か
選
に
嘗
り
、
中
図
お
よ
び
日
本
の
考
古
學
的
成
果
に
つ
い
て
佛
印
各
地
に
講
演
し

c
成
功
裏
に
蹄
學
し
た
。

昭

和

第

三

期

ゴルーベフ博士

念
す
べ
き
年
で
あ
る
た
め
、

同
年
四
月
、

學

部

の

歴

史

そ
の
主
力

銘
を
典
え
た
。
な
お
日
本
側
の
交
換
教
授
と
し
て
は
本
學
部
の
梅
原

を
使
用
し
て
逍
跡
の
現
状
を
具
整
的
に
説
明
し、

聴
衆
に
多
大
の
感

那
の
苔
跡
ア
ソ

コ
ー
ル
・
ヴ
ァ

ッ
ト
」
の
講
演
を
行
な
っ
た
が
幻
燈

究
成
果
で
あ
る
「
地
理
學
研
究
報
告
」
は
第
二
冊
を
十
三
年
三
月
に
出
し
た
が
、
史
學
科
で
は
昭
和
十
六
年
が
紀
元
二
千
六
白
年
の
記

「
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
史
學
論
文
集
」
を
出
刊
し
、

そ
の
祝
賀
の
意
を
表
し
た
。
こ
れ
ら

は
み
な
戦
時
中
の
用
紙
の
不
足
、
印
刷
の
困
難
な
ど
の
悪
條
件
を
克
服
し
百
方
手
を
つ

く
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
、

一八

そ
の
意
味
で
文

學
部
と
し
て

は
記
念
さ
る
べ
き
事
業
と

い
い
得
る
で
あ
ろ
う
。

戦
時
中
の
こ

と
と

て
‘)
の
期
に
本
學
部
を
訪
れ
た
碩
學
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。
し
か
し
日

・
佛
印
交
換
教
授
と
し
て
来
朝
し
た
ハ
ノ
イ
の

遠
東
學
院
の
ゴ
ル

ー
ベ
ノ
樽
士

V
i
c
t
o
r
G
o
l
o
u
b
eく
が
十
六
年
六

月
に
来
學
し
た
。
氏
は
六
月
十
六

R
架
友
會
館
で
「
辿
東
學
院
と
其

の
考
古
學
的
事
業
」、

翌
十
七
日
に
は
日
佛
學
館
で
「
佛
領
印
度
支



に
そ
の
任
を
譲
り
、

昭

和

第

一

二

期

原 部 長 本田部長

化
の
典
え
ら
れ
た
時
期
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

一九

さ
れ
、

國
家
主
義
的
な
す
べ
て
の
組
織
お
よ
び
そ
の
分
子
が
徹
底
的
に
解
盟
、
虞
分
さ
れ
た
。

裳
然
そ
の
政
策
は
教
育
行
政
に
も
お
よ

び
「
帝
國
」
大
學
も
こ
こ

に
大
き
な
焚
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
官
・
職
員
・
學
生
は
績
頼
戦
場
か
ら
復
飾
し
、
學
丙
は
階
級

章
の
な
い
カ
ー
キ
色
の
軍
服
が
往
来
し
、
軍
靴
の
高
い
足
音
が
至
る
と
こ
ろ
に
轡
い
た
。
超
國
家
主
義
者
と
見
ら
れ
た
敢
官
は
占
領
軍

の
命
に
よ
り
そ
の
地
位
を
去
り
、
臓
員
組
合
が
結
成
さ
れ
て
學
内
の
組
合
迎
関
は
活

澄
化
し
た
。
そ
し
て
二
十
四
年
五
月
か
ら
は
新
教
育
制
度
に
よ
っ
て
本
學
は
新
制
大

學
の
組
織
と
な
り
、
そ
の
臆
制
を
推
し
進
め
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
敗
戦
龍
に
は

何
人
も
夢
想
だ
に
し
な
か
っ
た
大
き
な
改
革
が
大
學
に
新
た
に
施
行
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
文
學
部
の
五
十
年
の
歴
史
に
お
い
て
も
こ
の
と
き
ほ
ど
廣
大
に
し
て
深
刻
な
愛

學
部
長
は
落
合
教
授
が
二
十

一
年
十
二
月
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ
た
が
、
落
合
部
長

は
終
戦
前
後
の
内
外
多
事
の
時
に
嘗
り
、
困
難
な
問
題
が
山
積
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
精
勘
格
勤
、
全
力
を
盛
し
て
そ
の
任
を
全
う
し
た
。
そ
の
後
は
本
田
教
授
が
部
長

と
な
り
、
二
十
三
年
九
月
か
ら
二
十
五
年
九
月
ま
で
は
原
教
授
が
そ
の
任
に
嘗
っ
た

が
、
途
中
渡
米
の
た
め
二
十
五
年
四
月
か
ら
七
月
末
ま
で
宮
崎
教
授
が
部
長
代
理
を

勤
め
た
。
つ
い
で
同
年
九
月
に
は
宮
崎
教
授
が
正
式
に
部
長
と
な
り
、
二
十
六
年
九

月
か
ら
二
十
七
年
八
月
末
ま
で

は
臼
井
教
授
が
そ
の
任
に
就
い
た
。
そ
の
後
は
原
教

授
が
ふ
た
た
び
部
長
の
任
に
つ
き
、
二
十
九
年
八
月
か
ら
は
高
田
教
授
が
こ
れ
に
代
っ
た
。

高
田
教
授
は
三
十

一
年
八
月
に
吉
川
教
授

以
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
田
部
長
以
下
こ
の
期
の
學
部
長
は
終
戦
後
占
領
下
の
複
雑
な
學
部
行
政
に

お
の
お
の
力
を
致
し
た
が
、
新
制
大
學
の
設
置
以
後
は



行
わ
れ
る
こ
と
は
従
前
と
全
く
愛
り
な
い
。

の
條
件
下
に
な
く
、

臼井部長 宮崎部長

學

部

の

歴

史

そ
の
事
務
は
ま
す
ま
す
多
忙
と
な
り
、
戦
前
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
繁
維
さ
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
お
の
お
の
の
部
長
は
こ

の
髪
動
期
に
種
種
の
問
題
を
解
決
し
、
以
て
今
日
の
文
學
部
の
確
固
た
る
橙
制
を
築
き
上
げ
た
。
事
務
職
員
が
た
び
た
び
の
定
員
縮
少

に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
繁
維
な
事
務
を
分
撓
し
、

よ
く
そ
の
職
務
を
遂
行
し
て
き
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
末
の
事
務
主
任

は
一
―
十
二
年
十
一
月
か
ら
事
務
長
と
名
を
愛
え
た
が
、
練
逹
の
士
の
努
力
に
よ
り
事

終
戦
後
學
部
が
嘗
面
し
た
問
題
は
多
い
が
、
そ
の
第
一
は
規
程
改
正
の
問
題
で
あ

ろ
う
。
戦
時
中
十
九
年
十
月
に
は
臨
時
措
置
を
定
め
學
徒
の
動
員
に
到
虞
し
て
そ
の

態
勢
を
整
え
た
が
、
終
戦
後
在
學
中
の
學
生
が
漸
次
學
園
に
復
闘
す
る
に
従
い
臨
時

措
置
は
意
味
を
な
さ
な
く
な
っ
た
。
二
十
年
末
か
ら
戦
後
の
質
情
も
参
酌
し
新
た
な

規
程
の
作
成
を
行
な
い
翌
二
十
一
年
三
月
に
公
布
、
二
十
年
四
月
入
學
の
學
生
か
ら

こ
の
新
規
程
に
よ
っ
て
取
り
扱
う
こ
と
に
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
科
目
は
専

攻
科
目
と
祈
完
科
目
に
分
た
れ
、
授
業
と
し
て
は
従
束
の
将
通
諧
義

・
演
習
は
前
者

の
う
ち
に
含
ま
れ
、
特
殊
講
義
・
講
讀
・
副
科
目
・
語
學
な
ど
は
後
者
の
う
ち
に
含

ま
れ
る
。
し
か
し
て
雨
科
目
の
う
ち
専
攻
學
生
の
履
修
す
べ
巻
鼠
位
と
敷
は
別
に
細

則
を
以
て
定
め
ら
れ
た
。

研
究
と
い
う
名
が
用
い
ら
れ
た
趣
旨
は
載
時
中
か
ら
學
生
が
特
殊
講
義
を
鞘
く
程

ま
た
教
官
陣
と
し
て
も
特
に
こ
れ
を
他
と
分
つ
て
講
授
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
に
、
事
賓
上
そ
の
内
容

が
従
来
の
特
殊
講
義
と
は
愛
っ
た
も
の
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
論
文
試
間
が
専
攻
科
目
の
範
園
に
限
ら
れ
た
題
目
に
つ
い
て

務
内
容
は
全
陸
と
し
て
戦
前
よ
り
一
段
と
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
。

四
〇



四

の
間
の
科
目
の
罪
位
計
算
上
、
右
の
よ
う
な
虞
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で

あ
る

c

九
月
卒
業
は
二
十
二
年
ま
で
績
き
、
二
十
三
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
は
三
月
と
九
月
の
雨
期
の
卒
業
が
認
め
ら
れ
、
二
十
六
年

第
二
に
學
部
が
嘗
面
し
た
の
は
教
官
の
追
放
お
よ
び
不
適
格
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
に
進
駐
し
た
占
領
軍
の
最
高
司
令
官
は
二
十
年

昭

和

第

三

期

か
ら
漸

<-li
月
卒
業
の
萄
制
度
に
返
っ
た
の
で
あ
る
。

吉川部長

な
ど
で
あ
る
。
け
だ
し
嘗
時
は
復
員
の
學
生
が
多
く
、
で
き
る
だ
け
早
く
彼
等
に
卒

業
の
機
會
を
典
え
る
た
め
に
九
月
卒
業
の
制
度
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ

四、

三
學
年
在
學
し
た
も
の
は
、

で
き
る
。

つ
ぎ
に
来
る
學
期
で
卒
業
論
文
を
出
す
こ
と
が

て
原
則
と
し
て
一
訊
位
と
す
る
。

高田部長

一
、
一
學
年
を
四
月
ー
九
月
の
春
學
期
、
十
月
ー
三
月
の
秋
學
期
に
二
分
す
る
。

二
、
科
目
試
問
は
原
則
と

し
て
學
期
ご
と
に
行
な
い
、
ま
た

一
學
期
の
講
義
を
以

三
、
取
得
す
べ
き
雖
位
は
哲
學
科
二
〇
、
史
學
科
二
五
、
文
學
科
二

0
と
す
る
。

の
う
ち
重
要
な
も
の
を
列
記
す
る
と
、

な
お
二
十
一
年
五
月
に
學
部
内
規
と
し
て
単
位
閥
係
の
事
項
を
決
定
し
た
が
、

る。

特
に
注
意
す
べ
ぎ
は
専
攻
の
決
定
が
全
學
科
に
わ
た
っ
て
入
學
の
と
き
に
定
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
従
末
寓
攻
科

目
の
決
定
は
、
文
學
科
を
除
い
て
は
第
二
年
度
に
入
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
二
十
一
年
四
月
入
學
の
學
生
か
ら
最
初
に
決
定
さ

れ、

従
来
の
文
學
部
の
誇
と
し
た
―
つ
の
特
色
は
こ
こ
に
消
滅
し
た
。
こ
れ
は
學
年
制
的
な
制
限
の
枠
を
は
ず
し
、
躇
位
取
得
を
容
易

に
し
、
學
生
の
便
宜
を
は
か
る
の
が
現
寅
に
郎
し
た
虞
置
と
考
え
ら
れ
た
結
果
で
あそ



學

部

の

歴

史

十
月
に
「
日
本
教
育
制
度
に
報
す
る
管
理
政
策
」
を
覺
書
と
し
て
日
本
政
府
に
交
付
し
た
が
、
こ
れ
は
従
来
の
日
本
の
教
育
制
度
を
根

祗
か
ら
愛
革
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
教
育
機
刷
の
閲
係
者
に
つ
い
て
は
宗
國
主
義
、
極
端
な
國
家
主
義
の

積
極
的
な
鼓
吹
者
を
罷
免
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
文
部
省
で
は
二
十
一
年
五
月
「
教
職
員
の
疱
格
審
究
を
す

る
委
員
會
に
開
す
る
規
程
」
を
定
め
、
文
部
省
、
各
都
道
府
縣
お
よ
び
大
學
に
、
教
職
此
の
節
格
審
査
委
以
會
を
設
け
て
審
宜
を
開
始

す
る
,
J

と
を
指
示
し
た
。
こ
の
う
ち
大
學
の
教
識
員
は
、
大
學
自
ら
が
自
主
的
に
そ
の
審
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
本
學
で

は
各
學
部
に
適
格
審
査
委
鼠
會
を
設
け
、
こ
の
問
題
を
虞
理
す
ろ
こ
と
に
し
た
。
昨
日
ま
で
の
同
僚
を
被
告
的
な
立
場
に
取
い
き
、

そ
の

思
想
行
動
を
批
判
し
判
定
を
下
す
の
は
、
定
め
ら
れ
た
法
的
規
速
に
よ
る
も
の
と
は
い
え
、
審
査
す
る
教
官
側
と
し
て
も
そ
の
胸
中
に

は
複
維
な
も
の
が
あ
っ
た
。

文
學
部
で
は
戦
時
中
そ
の
言
論
を
通
じ
て
今
次
戦
争
の
聖
戦
た
る
所
以
を
説
ぎ
、
戦
争
の
遂
行
に
積
極
的
に
協
力
し
た
若
丁
の
教
官

こ
れ
ら
の
人
び
と
が
営
然
追
放
な
ら
び
に
審
査
の
條
項
に
該
嘗
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
國
策
遂
行
機

閥
に
席
を
お
き
、
責
任
あ
る
地
位
に
お
い
て
杷
究
や
宜
偉
に
従
事
し
た
教
官
も
同
様
に
該
常
者
と
見
な
さ
れ
た
。
か
く
し
て
西
田
教
授

は
國
民
精
紳
文
化
祈
究
所
の
勅
任
所
貝
を
兼
任
し
、
高
山
教
授
は
大
日
本
言
論
報
騎
會
の
理
事
で
あ
っ
た
た
め
該
堂
者
と
し
て
退
官

し
、
矢
野
名
賽
教
授
は
大
亜
細
亜
協
會
の
刷
會
頭
で
あ
っ
た
た
め
同
じ
く
追
放
の
虞
骰
を
う
け
た
。
時
期
的
に
は
多
少
蓮
れ
た
が
、
高

瀬
名
賽
教
授
も
そ
の
著
書
に
お
い
て
極
端
な
る
國
家
主
義
を
主
叫
し
た
も
の
と
し
て
文
部
省
か
ら
追
放
該
常
の
虞
分
を
受
け
た
。
右
の

四
氏
は
該
裳
條
項
が
明
確
で
あ
っ
た
の
で
、
學
部
の
委
且
會
と
し
て
は
審
査
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ま
ま
で
終
っ
た
が
、
西
谷
教
授
、
鈴

木
、
松
村
剛
助
教
授
は
そ
の
著
害
、
講
演
な
ど
の
内
容
に
よ
っ
て
慎
翫
な
審
査
が
行
わ
れ
た
。
結
局
西
谷
教
授
、
鈴
木
助
教
授
は
大
東

亜
戦
争
に
理
念
的
基
礎
を
興
え
た
と
の
理
由
で
、
松
村
助
教
授
は
全
骰
主
義
を
宜
他
し
た
と
の
理
由
で
不
適
格
の
判
定
が
下
さ
れ
た
。

し
か
し
異
議
申
立
て
の
道
が
開
か
れ
て
い
た
の
で
、
三
氏
は
直
ち
に
再
審
査
の
請
求
を
文
部
省
の
中
央
教
職
負
逆
格
審
査
會
に
提
出
し

た
。
つ
づ
い
て
中
村
兼
任
助
教
授
は
近
畿
北
部
地
亙
學
校
集
圃
藪
鼠
適
格
審
査
委
其
會
か
ら
不
適
格
と
判
定
さ
れ
、

が
あ
り
、

四

や
は
り
中
央
の
委



た
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
あ
る

員
會
に
再
審
査
を
請
求
し
た
。

文
學
部
教
職
員
適
格
審
査
委
具
會
は
落
合
部
長
を
委
員
長
と
し
、
教
官
紹
数
十
名
で
迎
替
し
、
二
十
一
年
六
月
十
九
日
に
第
一
回
委

員
會
を
開
い
て
か
ら
翌
二
十
二
年
五
月
十
四
日
ま
で
會
を
開
く
こ
と
十
七
回
、
そ
の
間
八
十
二
名
の
審
査
を
行
な
い
、
七
十
九
名
を
滴

中
央
委
員
會
に
審
査
を
請
求
し
た
四
名
の
教
官
の
う
ち
西
谷
教
授
、
鈴
木
助
教
授
は
翌
二
十
二
年
四
月
に
や
は
り
不
適
格
と
判
定
さ

れ
た
。
松
村
助
教
授
は
同
月
に
遥
格
と
判
定
さ
れ
た
が
、
十
月
に
は
文
部
大
臣
の
特
別
審
査
で
再
縛
し
て
不
適
格
と
決
定
さ
れ
た
。
中

村
助
教
授
は
、
中
央
委
旦
會
が
第
一
審
の
判
定
を
修
正
し
、
再
審
査
の
事
由
を
誤
っ
た
と
い
う
理
由
で
や
は
り
文
部
大
臣
の
特
別
審
査

を
要
求
し
た
が
、
こ
れ
も
結
局
十
月
に
は
不
適
格
と
決
定
さ
れ
た
。
鈴
木
助
教
授
も
さ
ら
に
特
別
審
査
を
要
求
し
た
が
七
月
に
前
審
と

同
様
の
判
定
を
典
え
ら
れ
て
終
っ
た
。

ま
た
地
理
學
の
小
牧
教
授
、
室
賀
助
教
授
、
野
間
講
師
は
大
東
亜
共
榮
圏
の
地
政
學
的
解
繹
を
以
て
今
次
戦
争
を
正
嘗
づ
け
た
責
任

を
と
り
、
す
で
に
終
戦
後
直
ち
に
辞
表
を
提
出
し
て
そ
の
職
を
去
つ
て
い
た
。

か
く
し
て
非
常
に
多
敷
の
教
官
が
そ
の
地
位
を
去
っ
た
た
め
に
文
學
部
の
教
官
陣
は
一
時
に
寂
蓼
の
感
を
加
え
た
。
二
十
五
年
五
月

．
か
ら
は
新
た
な
停
年
制
が
賓
施
さ
れ
、
教
官
は
満
六
十
一
二
歳
を
以
て
沢
職
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
教
官
の
在
職
年
限
は
延
長
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
終
戦
後
現
在
に
至
る
ま
で
約
十
年
の
間
に
停
年
、
轄
任
あ
る
い
は
停
年
を
前
に
一
身
上
の
理
由
で
學
図

を
離
れ
た
教
官
は
教
授
十
七
名
、
助
教
授
二
名
の
多
敷
で
、

い
ま
や
終
戦
前
か
ら
の
教
官
ほ
指
を
屈
し
て
敷
え
る
程
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
そ
の
後
文
學
部
と
し
て
は
こ
の
教
官
陣
の
異
動
に
つ
い
て
銑
謡
そ
の
充
賓
に
努
め
、
一
十
七
年
二
月
の
西
谷
元
教
授
の
育
任
を
も

入
れ
て
現
在
教
授
三
十
一
名
、

第
二
の
常
面
し
た
問
題
は
祐
制
大
學
か
ら
新
制
大
學
へ
の
切
換
え
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
占
領
軍
の
覺
帯
に
基
く
學
制
の
改
革
は

昭

和

第

三

期

四

助
教
授
十
一
名
、
専
任
講
師
六
名
の
陣
容
を
整
備
す
る
に
至
っ
た
が
、
な
お
教
官
定
員
は
十
分
に
は
満

格
者
、
三
名
を
不
適
格
者
と
判
定
し
た
。
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六
＝
＝
―
-
四
制
と
呼
ば
れ
結
局
三
年
制
の
高
等
學
校
の
上
に
四
年
制
の
大
學
を
設
置
す
る
こ
と
が
、
最
初
か
ら
の
貨
局
の
考
え
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
新
制
大
學
と
稲
し
、
以
前
の
一
二
年
制
の
大
學
を
弼
制
大
學
と
呼
ぶ
が
、
新
制
は
一
部
の
も
の
は
二
十
三
年
か
ら
、
大
部
分
の
も

の
は
二
十
四
年
に
登
足
し
た
。
主
と
し
て
従
来
の
菩
制
大
學
、
高
等
専
門
學
校
、
教
員
養
成
諸
學
校
が
そ
の
母
臆
と
な
り
、
整
備
統
合

さ
れ
て
網
合
大
學
的
な
形
態
へ
韓
換
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
性
格
は
従
来
と
は
全
く
異
な
っ
た
新
た
な
も
の
が
要
求
さ
れ
て

い
る
。
學
校
教
育
法
第
五
十
一
條
に
は
「
大
學
は
學
術
の
中
心
と
し
て
、
廣
く
知
識
を
授
け
る
と
と
も
に
、
深
く
尊
門
の
學
褻
を
教
授

栢
究
し
、
知
的
、
逍
徳
的
お
上
び
應
用
的
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
特
色
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。
第
一
に
人
す
、
社
會
、
自
然
の
諸
科
學
に
わ
た
り
知
識
を
興
え
、
豊
か
な
教
養
を
も
つ
指
導
的
な
人
物
を
養
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
第
二
に
學
問
的
軒
究
と
と
も
に
専
門
的
職
業
的
訓
練
を
重
視
し
雨
者
を
一
麓
化
し
、
大
學
の
祈
究
結
果
と
一
般

社
會
の
職
業
、
技
術
を
で
き
る
だ
け
密
接
な
ら
し
め
る
。
こ
の
「
つ
の
特
色
を
出
す
た
め
に
大
學
の
教
科
課
程
は
全
面
的
に
再
検
討
さ

れ
、
新
し
い
組
織
と
制
度
が
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
國
立
大
學
は
二
十
四
年
五
月
に
公
布
さ
れ
た
國
立
大
學
設
置
法

に
よ
っ
て
新
制
大
學
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
本
學
は
も
~
も
と
古
く
か
ら
、
穂
合
大
學
と
し
て
出
襲
し
て
き
て
い
る
に
め
、
他

の
新
た
に
統
合
さ
れ
て
設
置
さ
れ
る
大
學
の
よ
う
な
甚
し
い
困
難
に
は
遭
遇
し
な
か
っ
た
。
同
年
五
月
に
は
本
學
は
新
制
大
學
を
は
じ

め
て
設
握
し
、
三
年
後
す
な
わ
ち
二
十
七
年
度
に
は
全
課
程
が
完
備
し
た
が
、
文
學
部
も
そ
の
一
分
科
と
し
て
の
コ
ー
ス
に
従
っ
て
そ

の
怪
制
を
整
備
し
た
。

新
制
大
學
は
原
則
と
し
て
四
年
の
課
程
を
一
年
半
の
教
養
課
稗
と
二
年
半
の
専
門
課
程
に
分
つ
て
い
る
が
、
本
學
で
は
教
蓑
課
程
は

合
併
吸
収
し
た
告
第
三
高
等
學
校
の
教
職
員
な
ら
び
に
施
設
を
、
キ
に
活
用
し
、
こ
れ
を
分
校
と
稲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
、
文

學
部
の
學
生
も
こ
の
課
程
で
は
分
校
の
方
で
所
定
の
難
位
を
と
り
、
専
門
課
程
に
入
っ
て
は
じ
め
て
學
部
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
入
學
の
と
含
か
ら
文
學
部
の
學
生
で
あ
る
こ
と
は
決
定
し
て
い
る
の
で
、
教
養
課
程
に
お
い
て
修
め
る
課
目
は
文
學
部
で

定
め
ら
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
穂
計
四
十
賊
位
が
履
修
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
専
門
課
程
は
従
来
の
蕉
制
と
同
じ
く
、
哲
・
史
・

四
四



學
部
か
ら
文
學
部
へ
轄
學
、

四
五

文
の
三
學
科
の
い
ず
れ
か
に
屡
す
る
専
門
科
目
を
と
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
決
定
は
専
門
課
程
に
入
る
と
含
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

専
門
課
程
は
卒
業
論
文
を
含
む
八
十
輩
位
の
履
修
を
必
要
と
し
、
他
に
陀
育
の
四
鼠
位
を
取
得
で
き
れ
ば
學
士
試
瞼
の
合
格
者
と
な
る

の
で
あ
る
。
聴
諧
生
に
つ
い
て
は
教
授
會
の
鈴
衡
を
経
て
入
學
を
許
可
さ
れ
る
こ
と
は
芭
制
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
本
學
の
學
生
で
他

あ
る
い
は
文
學
部
内
で
輯
科
を
希
望
す
る
場
合
は
や
は
り
教
授
會
の
鈴
衡
を
経
て
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と

と
し
た
。
曹
制
と
異
な
り
、
新
制
の
高
等
學
校
か
ら
大
學
に
入
る
も
の
は
自
己
の
将
束
に
確
固
た
る
見
透
し
を
持
た
ぬ
う
ち
に
専
門
的

な
學
部
に
入
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
故
か
轄
學
．
轄
科
は
蓋
制
時
代
と
異
な
っ
て
甚
だ
多
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
本
學
で
は
制
度
上
第
二

年
目
前
半
を
教
養
、
後
半
を
専
門
の
課
程
に
分
つ
こ
と
が
不
便
な
た
め
に
、
雨
課
程
の
講
義
を
分
校
で
並
立
し
て
通
年
的
に
行
な
っ
て
い

る
。
文
學
部
で
も
で
き
る
だ
け
早
く
専
門
の
知
識
を
授
け
る
た
め
に
若
千
の
講
義
を
分
校
で
行
な
い
、
そ
の
群
門
課
目
の
熙
位
の
取
得

を
容
易
に
し
て
い
る
。
な
お
學
生
の
分
校
時
代
の
教
育
は
分
校
の
方
の
取
り
扱
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
所
隊
は
各
學
部
で
あ
り
、
そ
の

教
育
責
任
の
一
端
は
學
部
に
も
あ
る
の
で
、
調
節
の
た
め
各
學
部
の
教
授
が
一
名
必
ず
分
校
教
授
會
に
参
加
し
て
い
る
。

主
た
本
學
部
の
新
制
度
の
上
の
―
つ
の
特
色
は
、
他
大
學
の
教
養
課
程
以
上
を
終
え
た
も
の
を
尊
門
課
程
に
試
験
の
上
轄
入
學
さ
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
教
養
課
程
を
終
了
し
た
も
の
が
他
大
學
の
専
門
課
程
に
韓
入
し
得
る
こ
と
は
、
制
度
上
通
則
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

こ
~
で
あ
る
が
、
受
入
側
の
大
學
で
は
必
ず
し
も
こ
れ
を
行
な
い
得
る
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
。
本
學
部
は
二
十
九
年
度
か
ら
こ
の
轄

入
學
を
許
し
、
そ
の
た
め
に
最
初
の
入
學
定
員
を
在
制
の
ニ
―

C
名
か
ら
大
巾
に
削
減
し
て
い
る
。
毎
年
の
入
學
定
員
は
必
ず
し
も
一
定

し
て
は
い
な
い
が
最
近
三
十
年
度
、
三
十
一
年
度
の
定
員
は
ご
一

0
名
で
轄
入
學
生
の
た
め
に
相
常
の
餘
裕
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

}
’
れ
ら
の
新
制
度
に
闘
す
る
京
都
大
學
文
學
部
規
程
は
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日
に
制
定
さ
れ
、
六
月
一
日
に
遡
つ
て
施
行
さ
れ
た

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
治
三
卜
九
年
八
月
十
六
日
に
制
定
さ
れ
に
學
部
の
博
統
あ
る
規
程
は
痰
止
さ
れ
た
。
そ
の
後
新
規
程
に
欄
し
て

は
若
千
の
改
正
が
行
わ
れ
た
が
、
二
十
九
年
―
―
一
月
に
新
制
の
第
一
回
の
卒
業
生
を
出
す
こ
ろ
に
ふ
た
た
び
改
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
、
三
十
年
四
月
大
巾
に
改
正
さ
れ
た
規
程
が
施
行
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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こ
の
制
度
の
賓
施
と
同
時
に
問
題
に
な
っ
た
の
は
曹
制
大
學
の
學
生
の
慮
置
で
あ
る
が
、
釦
制
高
校
と
の
開
係
も
あ
り
、
二
十
五
年

四
月
に
入
學
さ
せ
た
の
を
以
て
哲
制
の
學
生
募
集
は
打
ち
切
つ
に
。
こ
の
と
ぎ
に
入
學
し
た
學
生
は
二
十
八
年
春
を
以
て
卒
業
し
た
が

の
シ
ぎ
租
制
を
名
賓
と
も
に
消
滅
さ
せ
た
。

若
干
卒
業
せ
ず
に
残
っ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
翌
二
十
九
年
春
に
卒
業
さ
せ
、
な
お
残
留
し
て
い
る
も
の
は
新
制
に
編
入
し
て
こ

一
方
芭
制
高
校
を
宇
業
し
た
が
大
學
に
入
學
で
き
な
い
い
わ
ゆ
る
「
白
線
浪
人
」
に
封
し

て
ほ
試
瞼
の
上
新
制
の
三
回
生
へ
編
入
學
さ
せ
た
が
、
そ
れ
に
不
合
格
の
も
の
は
新
制
大
學
を
新
制
高
校
と
同
一
條
件
で
受
瞼
せ
し
め

る
｝
＇
と
に
し
た
。

新
制
大
學
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
は
入
學
志
願
者
は
激
増
し
、

そ
の
入
學
試
瞼
は
到
底
各
學
部
の
負
掠
で
は
行
な
い
得
な
く
な
っ
た
。

こ
れ
に
到
應
し
て
大
學
は
本
部
に
入
學
試
験
委
員
會
を
設
け
、
大
學
全
臆
の
問
題
と
し
て
こ
れ
を
虞
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し

受
瞼
課
目
の
多
く
の
部
分
が
文
學
部
に
開
係
あ
り
、
そ
の
た
め
、
史
學
・
文
學
剃
係
の
教
官
は
ほ
と
ん
ど
全
部
が
こ
の
施
行
に
関
係
し
、

年
度
末
の
試
瞼
期
に
は
非
常
な
多
忙
を
極
め
、
密
制
時
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
光
漿
を
現
出
し
て
い
る
。

さ
て
新
制
大
學
の
設
置
は
常
然
新
制
大
學
院
設
置
の
問
題
を
提
起
す
る
で
あ
ろ
う
。
籾
制
の
大
學
令
に
は
大
學
の
目
的
を
そ
の
第
一

條
に
規
定
し
て
い
る
が
、
大
學
院
の
目
的
を
明
示
し
た
條
項
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
か
し
新
た
に
設
置
さ
れ
る
大
學
院
に
つ
い
て
は

學
校
教
育
法
に
、
大
學
に
大
學
院
を
お
く
こ
と
を
規
定
し
、
そ
の
目
的
を
「
學
術
の
理
論
お
よ
び
應
用
を
教
授
研
究
し
、
そ
の
深
奥
を

極
め
て
文
化
の
進
展
に
寄
呉
す
る
」
も
の
と
定
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
學
に
お
い
て
は
一
般
的
な
ら
び
に
尊
門
的
教
育
の
基
礎
を
興

え
る
が
、
尊
攻
分
野
に
つ
い
て
の
深
い
學
識
と
研
究
能
力
を
付
典
し
て
研
究
上
の
指
尊
能
力
あ
る
も
の
を
育
成
す
る
の
が
大
學
院
の
設

置
目
的
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

本
學
の
新
制
大
學
院
は
二
十
八
年
五
月
か
ら
稜
足
し
た
が
、
そ
れ
は
九
つ
の
研
究
科
に
分
た
れ
、
文
學
部
隔
係
で
は
文
學
研
究
科
が

設
骰
さ
れ
た
。
そ
の
組
織
を
述
べ
る
と
、
二
年
制
の
修
士
課
程
と
そ
の
上
に
三
年
制
の
博
士
課
程
が
お
か
れ
、
専
攻
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
尊
攻
の
科
目
は
後
出
の
規
程
に
示
す
よ
う
に
さ
ら
に
こ
れ
ら
が
細
分
さ
れ
て
い
る
。

四
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昭
い
和
第
一
―
-
9

期

つ
て
い
る
。

哲
學
、
宗
教
學
、
心
理
學
、
社
會
學
、
美
學
、
國
史
學
、
東
洋
史
學
、
西
洋
史
學
、
地
理
學
、
考
古
學
、
國
諾
學
國
文
學
、
中
國

賠
學
中
國
文
學
、
梵
語
學
梵
文
學
、
佛
蘭
西
語
學
佛
蘭
西
女
學
、
英
語
學
英
米
文
學
、
猶
逸
語
學
獨
逸
文
學
、
言
語
學

限
位
に
つ
い
て
の
べ
る
と
、
修
士
課
程
で
は
専
攻
に
隠
す
る
課
目
十
六
阻
位
を
必
修
し
、
他
に
指
群
教
授
の
許
可
を
得
て
十
四
訊
位

を
自
由
選
搾
し
、
計
―
―
一
十
輩
位
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
つ
研
究
論
文
を
提
出
し
、
こ
れ
が
研
究
科
會
議
の
通
過
を
待
っ
て

修
士
の
學
位
が
授
典
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
博
士
課
程
は
修
士
課
程
を
終
了
し
た
も
の
が
さ
ら
に
研
究
を
進
め
る
た
め
に
在

籍
す
る
課
程
で
、
専
攻
に
励
す
る
科
目
十
二
限
位
を
必
修
す
る
ほ
か
、

二
十
箪
位
を
修
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
て
研
究
論
文
を
提
出
し
、
研
究
科
會
議
の
通
過
を
待
っ
て
博
士
の
學
位
を
授
典
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
従
来
の
大
學
院
制
度
と
は
異
な
っ
て
限
位
の
取
得
、
論
文
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
新
制
大
學
院
の

―
つ
の
特
色
が
あ
る
の
で
あ
る
。
修
士
課
程
の
定
員
は
七
十
名
、
博
士
課
程
の
定
員
は
三
十
五
名
で
あ
る
が
、
學
生
の
研
究
能
力
を
考

ま
た
修
士
課
程
へ
の
入
學
に
閥
し
て
は
、
他
大
學
か
ら
の
志
願
者
と
同
等
の
條
件
で
入
學
試
験
を
課
し
、
博
士
課
程
に
は
や
は
り
外

部
か
ら
の
編
入
學
を
認
め
て
い
る
が
、
現
在
の
在
學
生
の
大
部
分
は
本
學
の
出
身
者
が
占
め
て
、
他
大
學
か
ら
の
入
學
者
は
少
な
い
。

さ
れ
ず
、

慮
し
て
賓
際
に
は
若
干
の
員
数
の
妍
減
が
あ
る
。

四
七

や
は
り
指
鴎
教
授
の
許
可
を
得
て
八
訊
位
を
自
由
選
膵
し
、
計

新
制
大
學
院
は
國
立
大
學
の
う
ち
的
制
大
學
の
轄
換
し
た
も
の
に
主
と
し
て
設
け
ら
れ
た
の
で
、
新
た
に
統
合
さ
れ
た
大
學
で
は
設
脱

た
と
え
設
置
さ
れ
て
も
釈
制
の
存
在
し
た
あ
る
部
門
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
本
學
で
は
最
初
か
ら
全
研
究
科
が
、
教
育

ま
ず
は
喜
ば
し
い
限
り
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

學
軒
究
科
も
含
め
て
一
齊
に
疲
足
し
た
の
は
、

い
。
い
ま
や
修
士
課
程
は
三
十
年
三
月
か
ら
卒
業
生
を
送
り
出
し
、
博
士
課
程
は
一
二
十
三
年
―
―
一
月
か
ら
卒
業
生
を
送
り
出
す
予
定
に
な

堂
然
の
こ
と
と
は
い
い
な
が
ら

一
十
五
年
に
教
育
學
部
を
襲
足
さ
せ
た
。

し

ま
た
こ
れ
ら
と
と
も
に
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
教
育
學
部
の
新
設
で
あ
る
。
他
大
學
で
は
教
育
學
部
は
大
抵
そ
の
地
の
師
範

學
校
を
統
合
轄
置
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
學
は
新
た
に
こ
れ
を
設
樹
す
る
こ
と
と
し
、



學

部

の

歴

史

慶 陵

と
改
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
し
て
文
學
部
の
教
育
學
謡
座
は
教
育
學
部
の
第
一
講
座
と
し
て
移
管
せ
ら
れ
、
二
十
八
年
八
月
を
以
て
そ
れ
ら
の
虞
置
は
完
了
し
、

二
十
九
年
三
月
の
藷
制
文
學
部
の
消
滅
と
と
も
に
教
育
學
開
係
の
講
義
は
す
べ
て
文
學
部
か
ら
そ
の
姿
を
消
し
た
。
ま
た
一
二
十
一
年
七

月
に
は
、
教
育
學
部
の
學
舎
が
能
野
神
社
南
邊
に
廣
大
な
敷
地
を
も
つ
て
竣
工

し
た
の
で
、
か
ね
て
文
學
部
教
育
塵
講
座
に
廊
し
て
い

た
圏
書
を
全
部
こ
こ
に
移
管
し
、
研
究
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

て
は
最
初
の
経
瞼
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
教
育
學
部
の
今
後
の
多
幸
な
る
登
展
を
祈
つ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

講
座
に
開
し
て
は
戦
後
の
困
難
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
哲
學
哲
學
史
第
六
講
座
（
中
世
哲
學
）
が
二
十
二
年
七
月
に
設
置
さ
れ
、

ま

た
永
年
の
宿
案
で
あ
っ
た
美
學
美
術
史
第
二
講
座
が
三
十
一
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
西
洋
古
典
語
學
西
洋
古
典
文
學
の
専
攻

は
十
四
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
の
嘗
時
は
講
座
は
な
く
、

い
た
。
し
か
し
二
十
八
年
八
月
に
至
っ
て
つ
い
に
西
洋
古
典
語
學
西
洋

古
典
文
學
の
講
座
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
研
究
の
嶺
展
は
一
層
期
待
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
文
那
語
學
支
那
文
學
講
座
に
つ
い
て
は
そ
の

名
稲
が
現
状
に
適
わ
し
く
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
改
稲
の
問
題
が
起

つ
て
い
た
が
、
二
十
五
年
の
四
月
か
ら
「
中
國
語
學
中
國
文
學
諧
座
」

こ
の
期
に
お
け
る
文
學
部
の
出
版
物
は
、
戦
後
の
困
難
を
排
除
し
て

稲
種
顎
刊
さ
れ
て
い
る
。
考
古
學
に
閥
し
て
は
前
期
に
出
た
考
古
學
資

料
叢
刊
の
第
一
、
二
冊
に
ひ
き
つ
づ
い
て
第
三
冊
『
唐
鏡
大
観
』
が
二

十
三
年
十
月
、
同
じ
く
第
四
冊
『
支
那
古
玉
園
録
』
が
三
十
年
七
月
に

西
洋
文
學
第
二
講
座
（
英
語
學
英
文
學
第
一
）
を
以
て
こ
れ
に
営
て
て

一
講
座
か
ら
一
學
部
が
稜
展
、
成
立
し
た
こ
と
は
文
學
部
と
し

四
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係
の
部
分
を
三
田
村
泰
助
、

昭

和

第

三

期

文學部紀要

ら
な
い
長
篇
の
研
究
が
牧
め
ら
れ
て
い
る

C

U
T
し

＂プ

一
方
考
古
學
叢
刊
第
一
冊
と
し
て
二
十
八
年
九
月
に
は
か
ね
て
法
隆
寺
保
存
工
事
に
携

わ
っ

c
い
た
浅
野
漕
博
士
の
『
法
隆
寺
建
築
綜
観
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
文
學
部
叢
書
と
し
て
は
二
十
六
年
三
月
に
、
前
期
に
出
さ

れ
、
本
學
部
所
蔽
の
考
古
學
閥
係
の
重
要
資
料
の
紹
介
が
行
わ
れ
て
い
る
。

二
十
七
年
三
月
に
は
同
叢
書
の
一
っ
と
し
て
田
村
教
授
の
『
慶
陵
』
園
版
冊
が
出
、
翌

二
十
八
年
三
月
に

は
そ
の
本
文
冊
が
出
版
さ
れ
た
。
田
村
教
授
は
考
古
學
の
小
林
助
手
ら

一
行
と
と
も
に
戦
前
二
同
に
わ
た
っ
て
、
満
洲
の
奥
地
ヮ

ー
ル
イ
ン
マ
ン
ハ
に
遼
の
帝
王

陵
の
探
査
旅
行
を
試
み
、

そ
の
結
果
を
本
書
に
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
間
究
に
射

し
て
は
朝
日
新
聞
計
は
二
十
九
年
一
月
朝
日
賞
を
、

日
本
學
士
院
は
同
年
一
一
月
思
賜
賞
を

瞳
つ
て
、
田
村
、
小
林
酎
氏
の
業
績
を
中
外
に
顕
彰
し
た
。

ま
た
二
十
七
年
一
一
月
に
『
文
學
部
研
究
紀
要
』
第
一
が
出
さ
れ
、
二
十
八
年
三
月
に
第

―
-
、
二
十
九
年
三
月
に
第
三
が
出
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
普
通
の
學
頒
雑
誌
に
は
載
り
ぎ

な
お
文
學
部
叢
書
の
一
っ
と
し
て
二
十
九
年
＝
一
月
か
ら
田
村
散
授
監
修
の
も
と
に
『
明

代
渦
蒙
史
料
町
賓
録
抄
』
第
一
巻
、
第
一
云
g
[
生
出
さ
れ
、
以
後
現
在
ま
で
八
冊
が
焚
行
さ

れ
、
三
十
三
年
ま
で
の
間
に
さ
ら
に
七
肌
お
よ
び
索
引
二
朋
が
績
刊
さ
れ
る
予
定
に
な
っ

て
い
る
。
明
賓
録
は
本
學
部
で
は
す
で
に
内
籐
博
士
に
よ
っ
て
そ
の
紗
本
が
全
備
さ
れ
て
い
た
が
、
博
士
は
そ
の
う
ち
満
洲
・
蒙
古
閲

今
酉
春
秋
の
耐
氏
に
抄
録
せ
し
め
、
博
士
歿
後
は
刃
田
博
士
い
そ
の
監
修
に
賞
っ
た
が
、
印
刷
は
今
次
戦

争
の
た
め
中
止
の
や
む
な
き
に
至
っ
て
い
た
。
こ
の
事
業
は
東
京
大
學
で
行
な
っ
て
い
た
字
朝
賓
録
か
ら
の
満
蒙
史
料
抄
出
と
劉
を
な

れ
て
い
た
も
の
に
引
き
紐
き
、

『
京
都
大
學
文
學
部
陳
列
誼
考
古
厩
録
新
輯
』
が
出
刊
さ

い
ず
れ
も
棺
原
教
授
の
絹
輯
で
刊
行
さ
れ
た
。



明代満蒙史料編話の吠況

し
て
お
り
、

い
ま
や
東
酉
雨
大
學
相
呼
應
し
て
そ
の
出
版
完
成
に
邁
進
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
こ
の
期
に
本
學
部
を
訪
問
し
た
名
士
碩
學
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
二
十
二
年
三
月
十
八
日
に
は
御
西
下
の
皇
太
子
殿
下
が
束

學
さ
れ
、
陳
列
倍
を
御
覧
に
な
っ
た
が
、
二
十
六
年
十
一
月
十
二
日
に
は
今
上
陛
下
が
本
學
に
行
幸
さ
れ
た
。
學
生
の

思
い
が
け
な
い

學

部

の

歴

史

騒
援
な
ど
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
た
め
御
予
定
が
菱
夏
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
陛
下
は

本
部
階
上
に
御
上
り
に
な
り
、

服
部
學
長
の
挨
拶
を
受
け
ら
れ
、
各
學
部
り
代
表
的

な
最
近
の
業
績
に
つ
い
て
担
常
敦
官
の
説
明
を
聞
か
れ
た
。
こ
の
と
ぎ
文
學
部
で
は

「
慶
陵
と
そ
の

田

村

教

授

が

選

ば

れ

、

の

研

究

ー

十

一

批

紀

に

お

け

る

遼

代

帝

王
悛
の
謁
査
軒
究
」
と
題
し
て
、
陳
列
し
た
慶
陵
の
遺
物
を
前
に
し
て
そ
の
嶺
掘
、

軒
完
の
學
術
的
絃
義
を
説
明
申
し
上
げ
に
。

外
人
の
詞
學
に
つ
い
て

は
終
戦
後
京
都
に
は
大
景
の
米
軍
が
進
駐
し
た
闊
係
も
あ

り
、
軍
閥
係
の
有
名
無
名
の
士
で
大
學
を
訪
れ
諒
列
館
を
見
學
し
、
教
官
に
ち
と
陵

話
を
交
え
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
ニ
ー
五
年
四
月
二
十
日
に
は
米
軍
C
I
E
顕
問

の
ス
ト
ー
ネ
ー
カ

ー
博
士

L.
W
.
 
S
t
a
l
n
a
k
e
r
が
束
學
し
て
文
學
部
の
若
干
の
教

官
と
日
本
人
の
教
育
間
題
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
陳
列
館
を
見
學
し
た
。
し
か
し

こ
の
期
の
外
人
の
本
學
部
に
お
け
る
重
要
な
學
術
講
演
は
二
十
四
年
十
一
月
八
日
チ

の
ブ
ル
ソ
ナ

ー
博
士
E
m
i
l
B
r
u
n
n
e
r
の
講

ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
學
教
授
（
元
學
長
）

演
を
以
て
初
め
と
す
る
。
樽
士
は
有
名
な
揺
證
法
御
學
の
泰
斗
で
あ
り
、
「
文
化
の
危
模
と
基
督
敦
」
と
題
し
本
學
部
有
賀
教
授
の
通
評

で
一
一
時
間
に
わ
た
っ
て
熱
辮
を
振
っ
た
。
初
め
て
隠
＜
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
雛
證
渋
帥
學
者
の
習
咳
に
宗
教
閥
係
の
島
講
者
も
多
く
、
會
場

の
法
緑
第
四
敦
室
は
満
員
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
六
年
三
月
二
十
六
日
に
は
、
英
國
大
使
館
文
化
舶
間
ジ
ョ

ー
ジ
・
フ
レ
ー
ザ
ー

宜

0



昭

和

第

三

期

タ
ン
ヒ
ス
ト
リ
カ
ル

冠
詩
人
と
目
さ
れ
る
氏
の
詩
人
的
感
覺
に
よ
る
深
い
シ

ェ
ー
ク

ス
。
ヒ
ヤ
ー
理
解
は
胚
諧
者
の
胸
を
打
っ
た
。
同
年
七
月
八
日
に
は
渡
代

簡
策
の
判
讀
厨
究
で
有
名
な
疑
潤
大
學
教
授
房
餘
氏
が
来
學
、

「
漢
代
に
お
け
る
地
方
文
化
」
の
題
で
講
演
を
行
な
っ
た
。
な
お
同
年

の
十
月
に
は
イ
ク
リ
ア
の
東
洋
學
者
ト
ゥ
ッ
チ
博
士
が
外
務
省
の
招
聘
で
日
本
に
来
朝
し
に
が
、
十
四
日
に
は
本
學
を
訪
間
、
「
チ
ベ
ッ

リ
テ
ラ
チ
ア
」
な
る
題
で
チ
ベ
ッ
ト
史
に
閥
す
る
チ
ベ
ッ
ト
悟
文
獣
に
つ
い
て
深
い
造
詣
の
程
を
示
し
た
。

氏
は
ロ
ー
マ
大
學
教
授
で
あ
り
、

ま
た
イ
タ
リ
ア
の
中
亜
極
東
協
會
の
禽
長
も
兼
ね
て
、

トゥ・ノチ博七の講演

な
講
義
は
聴
欝
者
に
多
大
の
感
銘
を
典
え
た
。

氏

H
.
V
.
 Re

d
m
a
n
は
朗
讀
を
行
な
い
、

し
ば
し
ば
イ
ン
ド
、

題
し
て
長
時
間
に
わ
た
る
講
演
を
行
な
っ
た
が
、

-.6.. 

チ
ベ
ッ
ト
の
調
査
・
探

イ
ギ
リ
ス
で
は
吹
期
の
桂

が
来
學
し
、
「
シ
ェ
ー
ク
ス
。ヒ
ヤ
ー
に
つ
い
て
」
と

二
十
八
年
二
月
二
十
日
に
は
オ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
學
キ
ャ
ン
。
ヒ
n

ン
・
ホ

氏

G
e
o
r
g
e
F
r
a
z
e
r
が
「
ワ

ー
ヅ
ワ

ー
ス
と
そ
の
時
代
」
に
つ
い
て
論
じ
、
な
お
同
伴
の
フ
レ
ー
ザ
ー
夫
人
な
ら
び
に
レ

ノ
ド
マ
ソ

レ
コ
ー
ド
を
使
用
し
て
聴
衆
に
一
層
の
理
解
の
使
を
興
え
た
。
二
十
七
年
六
月
に
は
ア
メ

リ
カ
、
テ
ネ
シ
ー
州
の
南
部
大
學
神
學
教
授
で
あ
る
ジ
ョ
ン
ソ
ソ
氏

H
o
w
a
r
d
Johnsor.
が
来
り
、

三
日
か
ら
六
日
ま
で
五
回
の
連

績
特
別
講
義
が
催
さ
れ
た
。
氏
は
新
進
で
は
あ
る
が
デ
ン
マ

ー
ク
以
外
で
は
キ
ル
ケ
ゴ

ー
ル
解
秤
の
第
一
人
者
と
い
わ
れ
、

そ
の
熱
心

ー
ル

前
學
長
の
ダ

ー
ジ
ー
博
士

M
a
r
t
i
n
D
'A
r
c
y
が
来
學
、
「
型
ト

ー
マ

ス
と
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
宗
教
屈
想
」
の
諮
演
が
中
批
哲
學
會
刷
西
部
酋
の
主
催

で
文
學
部
教
室
で
行
わ
れ
た
。
一
二
十
一
年
一
月
二
十
九
日
に
は
来
切
中
の
ロ

ソ
ド
ン
大
學
教
授
ギ
ン
ス
パ
ー
グ
博
士

M
o
r
r
i
s
G
insb
e
r
g
が
本
學
を
訪

れ
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
最
近
の
社
會
愛
動
」
の
題
で
講
演
を
行
な
っ
た
。

同
年
四
月
二
日
に
は
香
港
大
學
教
授
、

E
d
m
u
n
d
 B
l
u
n
d
e
n
 

日
本
學
士
院
客
員
の
ブ
ラ
／
デ
ン
氏



學

部

の

歴

史

検
を
行
な
い
、
チ
ベ
ッ
ト
學
老
と
し
て
著
名
な
碩
學
で
あ
る
。
日
本
に
は
再
度
の
束
朝
で
前
に
交
換
教
授
と
し
て
来
日
し
た
と
き
も
本

學
で
謡
演
會
を
開
き
、
本
學
忙
お
け
る
イ
タ
リ
ア
文
化
研
究
の
揆
緑
を
な
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
ま
た
同
十
一
月
二
日
に
は
齋
蘭
か

ら
来
朝
中
の
中
國
赴
日
文
化
訪
問
囲
固
長
錢
穆
氏
の
「
老
子
の
書
と
年
代
」
な
る
講
演
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
通
諄
に
は
本
學
部
出
身
の

中
閥
大
使
館
館
且
張
鳳
皐
氏
が
賞
り
、
明
確
な
日
本
語
へ
の
醜
諄
で
難
解
な
問
類
の
理
解
を
助
け
た
の
は
印
象
的
で
あ
っ
た
。

以
上
は
文
學
部
が
主
催
・
共
催
し
た
講
演
會
お
よ
び
そ
の
他
の
も
の
に
つ
い
て
述
べ
た
の
で
あ
る
が
こ
れ
以
外
に
も
本
學
部
を
訪
れ

た
外
國
の
碩
學
は
少
な
く
な
い
。
二
十
四
年
十
月
二
十
七
日
に
は
フ
ラ
ン
ス
東
洋
學
界
の
岳
老
グ
ル
ッ
セ
博
士

R
e
n
e
G
r
o
u
s
s
e
t
が
来

學
し
陳
列
館
を
見
學
し
た
が
、
二
十
五
年
五
月
に
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
園
の
フ
ァ
ー
ス
氏

C
h
a
r
l
e
s
B
.
 F
a
h
s
が
入
洛
し
て
八
日

に
本
學
部
の
教
官
と
、
歴
史
と
東
洋
文
學
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。
二
十
八
年
一
月
九
日
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
教
授
で
東
洋
近
代
史
の

大
家
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
氏

J
•
K
.
F
a
i
r
b
a
n
k

が
や
は
り
教
官
た
ち
と
懇
談
を
賃
ね
た
が
、

同
年
の
二
月
十
一
日
に
は
ア
ー
モ
〈
卜
大
學

前
學
長
コ
ー
ル
博
士

C
h
a
r
l
e
s

W. C
o
l
e
が
訪
れ
、
三
月
六
日
に
は
か
ね
て
滞
日
中
の
｛
ー
バ
ー
ド
大
學
の
東
洋
學
者
エ
リ
セ
ー
フ

S
e
r
g
e
 
Elisseeff
教
授
が
来
學
し
、
學
部
の
教
官
た
ち
と
祖
声
空
を
温
め
た
。
ま
た
三
十

の
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授

E
d
w
i
n
0
.
 R
e
i
s
c
h
a
u
e
r

が
束
學
L
、
本
學
部
・
人
文
科
學
町
究
所
・
東
方
學
會
は
共
催
し
て
「
最
近
の

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
歴
史
學
の
動
向
」
に
つ
い
て
懇
談
會
を
開
催
し
た
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
教
授
は
寄
年
の
こ
ろ
本
學
部
に
半
午
程
勉
學

し
た
，
J

と
も
あ
り
、
戦
後
は
教
育
視
察
圏
の
一
員
と
し
て
来
日
し
て
面
識
の
教
官
も
多
く
、
懇
談
會
は
和
氣
霊
霰
裡
に
行
わ
れ
た
。

以
上
は
知
名
の
士
の
み
を
船
げ
た
が
無
名
の
胄
年
學
徒
で
本
學
部
に
在
學
す
る
も
の
も
戦
後
は
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
密
學
生
は

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
イ
ン
ド
、
シ
リ
ア
に
至
る
ま
で
多
種
多
彩
で
あ
る
が
、
特
に
本
學
部
お
よ
び
人
文
科
學
研
究
所
の
東

洋
學
は
長
年
の
優
秀
な
業
績
が
批
界
に
認
識
さ
れ
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
か
ら
の
窪
學
生
が
集
中
し
て
い
る
。

し
か
し
本
學
部

と
し
て
は
た
だ
に
こ
れ
ら
の
有
名
無
名
の
學
徒
を
迎
え
る
の
み
で
な
く
、
最
近
は
種
種
の
機
會
を
得
て
教
官
・
研
究
室
且
が
洵
外
に
三

か
月
乃
至
は
一
年
の
出
張
・
密
學
に
出
る
こ
と
が
多
い
。
學
術
栢
究
は
交
流
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
交
流
に
よ
っ
て
一
層
稜

年
二
月
二
十
三
日
に
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學

五
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三
十
周
年
の
式
日
の
練
會
に
も
ま
し
て
多
く
の
同
窓
生
が
一
堂
に
會
し
、

昭

和

第

三

期

以文會主催の卒業祝

（昭和三十一年三月）

部
が
誕
生
し
、

五

に
は
『
會
報
』
第
一
披
を
襲
行
し
た
。
會
の
疲
足
と
同
時
に

た
。
ま
た
一
方
で
は
卒
業
生
名
蒋
を
新
た
に
作
製
し
、
九
月

れ
、
會
名
は
京
＊
以
文
會
と
改
稲
さ
れ
、
新
役
員
が
選
出
さ
れ

展
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
事
質
は
輩
に
學
部
の
軒
究
を
痰
展
さ
せ
る
の
み
で
な
く
、

學
部
の
縛
統
的
な
學
問
が
世
界
學
界
に
貢
獣
す
る
結
果
を
生
む
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

必
ず
や
近
い
将
来
に
わ
が
文

最
後
に
卒
業
生
の
同
窓
會
で
あ
る
以
文
會
に
つ
い
て
一

言
述
べ
て
お
こ
う
。
昭
和
八
年
四
月
に
本
學
部
の
同
窓
會
と
し
て
泉
大
倶
楽

そ
の
後
各
地
忙
支
部
が
で
巻
漸
次
隆
盛
に
赴
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
打
績
く
戦
争
と
そ
の
後
の
混
胤
の
た
め
、
會
は

有
名
無
賓
の
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
本
學
部
で
は
二
十
九
年
十
一
月
に
準
備
委
負
會
を
結
成
し
、
選
ば
れ
た
宜
行
委
員
は
銃
惹
努
力
を

傾
け
て
三
十
年
四
月
三
十
日
に
京
大
倶
架
部
再
建
網
會
を
架

友
會
館
で
開
催
し
た
。
こ
の
穂
會
で
従
来
の
規
約
は
更
改
さ

地
方
支
部
の
再
建
も
急
速
に
進
み
、
三
十
一
年
八
月
現
在
で

は
す
で
に
十
五
文
部
が
敷
え
ら
れ
て
い
る
。
今
後
卒
業
生
の

地
方
分
散
と
活
動
に
よ
り
會
の
焚
展
は
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ

る
が
、
来
る
五
十
周
年
の
記
念
事
業
に
到
し
て
も
會
員
の
熱

心
な
援
助
は
力
強
い
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。
五
十
周
年
の
式
典
嘗
日
は
以
文
會
網
會
お
よ
び
懇
親
會
も
開
か
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、

和
や
か
な
交
歓
の
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

i

顧
み
る
に
明
治
三
十
九
年
女
科
大
學
が
京
都
帝
國
大
學
の
う
ち
に
誕
生
し
て
か
ら
今
年
は
満
五
十
年
に
嘗
る
。
教
官
の
物
故
者

・
退

職
者
は
す
で
に
多
く
、
終
戦
前
か
ら
の
教
官
さ
え
い
ま
は
指
を
屈
し
て
敷
え
る
程
の
少
人
敷
と
な
っ
た
。
建
物
は
創
立
霜
時
の
も
の
は

全
部
改
築
さ
れ
て
今
は
堂
堂
た
る
耐
震

・
耐
火
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物
と
愛
つ
て
い
る

c

し
か
し
教
官
の
定
員
に
は
鋏
員
が
多
く
、



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

記
念
事
業
の
盛
大
さ
に
、

れ
は
こ
の
機
會
に
一
層
新
た
な
る
決
謡
を
も
つ
て
、
将
来
に
お
け
る
京
都
大
學
文
學
部
の
焚
展
を
堅
く
胸
の
中
に
替
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
學
の
進
展
の
無
限
な
る
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
の
結
進
も
ま
た
無
限
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
更
め
て
こ
の
際
強
く
反
省
し

とヽ 十
五
日
に
は
大
阪
に
お
い
て
公
開
講
演
會
を
開
く
が
、

學

部

の

歴

史

建
物
の
壻
築
も
戦
後
は
文
學
部
の
み
が
全
然
行
わ
れ
て
い
な
い
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と
文
學
部
の
重
要
な
未
解
決

の
課
類
は
眼
前
に
未
だ
山
積
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

本
學
部
は
五
十
周
年
を
祝
賀
す
る
た
め
三
十
年
度
か
ら
委
具
會
を
結
成
し
、
鋭
意
そ
の
準
備
を
追
め
て
来
た
。
豫
定
は
本
三
十
一
年

十
一
月
二
十
三
日
に
本
部
階
上
で
式
典
を
翠
げ
、
終
つ
て
榮
友
會
館
で
祝
賀
會
を
開
催
す
る
。
翌
二
十
四
日
に
は
京
都
に
お
い
て
、
ニ

一
方
日
本
宗
教
學
會
を
は
じ
め
各
穂
の
學
會
が
、
こ
の
雨
日
に
か
け
て
本
部
構

本
學
部
の
學
的
進
展
は
如
賓
に
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

内
で
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
雨
日
に
は
稀
暇
需
展
観
、
陳
列
館
開
放
、
物
故
教
授
追
憶
屎
も
行
わ
れ
る
豫
定
で
、

他
に
全
教
官
の
執
筆
に
成
る

五
十
年
に
わ
た
る

『
五
十
周
年
記
念
論
糾
』

『
五
十
年
史
』
の
編
纂
の
祇
業
が
、
式
典
富
日
ま
で
の
完
成
を
目
ざ
し
て
、
現
在
着
着
と
そ
の
歩
み
を
進
め
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
文
學
部
の
過
ぎ
束
り
し
五
十
年
の
脈
史
を
華
や
か
に
回
想
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ
わ

五
四
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